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又
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収
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〇
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
一
号
（
建
築
基
準
法
第
二
十
二
条
第
一
項
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規
定
に
よ
る
区
域
指
定
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改
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す
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告
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事
務
委
任
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則
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一
部
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る
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則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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則
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一
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事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

事
務
委
任
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
二
項
第
四
号
イ
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
（
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
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改
め
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同
号
ロ
を
次
の
よ
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改
め
る
。

　
　

ロ 　

第
十
条
第
二
項
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第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
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の
規
定
に
よ
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分
等
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了
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届
出
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受
理
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第
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項
第
四
号
ト
中
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ェ
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同
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条
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第
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に
お
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て
準
用
す
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場
合
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含
む
。）」
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号
中
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チ
の
次
に
次
の
よ
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え
る
。
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二
十
五
条
第
一
項
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第
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九
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に
お
い
て
準
用
す
る
場
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含
む
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の
規
定
に
よ
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立
入
検
査
等
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ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
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則
（
平
成
十
三
年
環

境
省
令
第
二
十
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号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
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規
則
」
と
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う
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第
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条
第
二
項
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第
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規
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第
六
条
第
二
項
第
四
号
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五
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に
お
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て
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に
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同
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、
ヘ
の
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よ
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。
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第
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六
条
第
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項
（
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
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よ
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保
管
事
業
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等
の
地

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



第2798号　平成28年10月７日　金曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報

位
の
承
継
の
届
出
の
受
理

　

第
六
条
第
二
項
第
四
号
ハ
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
一
条
（
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
号
中
ハ
を
ホ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ 　

第
十
条
第
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項
第
二
号
及
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第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
特
例
処
分
期
限
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届
出
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理
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第
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条
第
四
項
（
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十
九
条
に
お
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て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
特
例
処
分
期
限
日
に
関

す
る
変
更
の
届
出
の
受
理

　

第
六
条
第
二
項
第
四
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ヲ　

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
譲
受
け
の
届
出
の
受
理

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
十
二
号

　
　
　

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
第
一
号
中
「
第
八
条
の
二
第
二
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
八
条
の
二
第

二
項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
第
八
条
の
二
第
二
項
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。」
を
削
る
。

　

第
八
条
の
三
中
「
同
項
」
を
「
省
令
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２ 　

知
事
は
、
昇
降
機
等
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
昇
降
機
等
の
所
有
者
に
必

要
な
図
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３ 　

省
令
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
の
書
類
は
、
報
告
の
日
前
三
月
以
内
に
検
査
を
受
け
て
作
成
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

別
表
第
二
㈠
の
項
中
「
東
松
島
市
」
の
下
に
「　

富
谷
市
」
を
加
え
、「　

富
谷
町
」
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
改
正
規
定
及
び
第
八
条
の
三
に
二

項
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓　

令　

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
号

　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　

　

別
表
第
一
環
境
生
活
部
長
の
循
環
型
社
会
推
進
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
八
号
中
「
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
公

表
」
を
「
の
施
行
に
関
す
る
次
の
こ
と
。」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

イ　

保
管
等
の
状
況
等
の
公
表
（
第
九
条
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
）

　
　

ロ　

処
分
等
措
置
を
自
ら
行
う
こ
と
の
決
定
、
公
告
及
び
費
用
の
徴
収
（
第
十
三
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
に
係

る
専
決
事
項
の
項
第
十
七
号
イ
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
」
を
加
え
、
同
号
ロ
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

　
　

ロ　

処
分
等
の
終
了
の
届
出
の
受
理
（
第
十
条
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
に
係

る
専
決
事
項
の
項
第
十
七
号
ヘ
中
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施

行
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
二
十
三
号
）
第
八
条
」
を
「
規
則
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
号
中
ヘ
を
ヌ
と
し
、

ホ
を
削
り
、
同
号
ニ
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
九
条
、
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
号
中
ニ
を
ト
と
し
、
ト
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

チ　

立
入
検
査
等
（
第
十
九
条
、
第
二
十
五
条
）

　
　

リ 　

保
管
場
所
等
の
変
更
の
届
出
の
受
理
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
二
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
規
則
」
と
い
う
。）

第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
八
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
に
係

る
専
決
事
項
の
項
第
十
七
号
ハ
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
一
条
、
第
十
五
条
、
第
十
九
条
」
に
改
め
、
同
号
中
ハ
を

ホ
と
し
、
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ヘ　

保
管
事
業
者
等
の
地
位
の
承
継
の
届
出
の
受
理
（
第
十
六
条
、
第
十
九
条
）

　

別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
に
係

る
専
決
事
項
の
項
第
十
七
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ　

特
例
処
分
期
限
日
に
関
す
る
届
出
の
受
理
（
第
十
条
、
第
十
八
条
）

　
　

ニ　

特
例
処
分
期
限
日
に
関
す
る
変
更
の
届
出
の
受
理
（
第
十
条
、
第
十
九
条
）
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別
表
第
七
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
に
係

る
専
決
事
項
の
項
第
十
七
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ル　

譲
受
け
の
届
出
の
受
理
（
規
則
第
二
十
六
条
、
第
三
十
六
条
）

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
号

　

昭
和
五
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
五
号
（
動
物
の
飼
養
又
は
収
容
の
許
可
を
要
す
る
区
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
白
石
市
の
項
中
「
中
野
」
を
「
中
町
」
に
改
め
、「
小
原
温
泉
地
区
」
の
下
に
「
、
旭
町
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
、

鷹
巣
東
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
鷹
巣
西
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
松
が
丘
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
寿
山
、
緑
が

丘
」
を
加
え
、
同
表
角
田
市
の
項
中
「
南
町
」
を
「
南
」
に
、「
天
神
寺
前
」
を
「
天
神
、
寺
前
」
に
、「
道
河
内
松
ケ

崎
」
を
「
道
河
内
」
に
改
め
、「
、
杉
崎
」
を
削
り
、
同
表
大
河
原
町
の
項
中
「
四
百
九
十
八
番
に
限
る
。）」
の
下
に
「
、

千
塚
前
、
大
巻
、
新
古
川
、
南
平
、
小
島
、
広
表
」
を
加
え
、
同
表
柴
田
町
の
項
中
「
船
岡
土
手
内
一
丁
目
か
ら
三
丁

目
ま
で
、
船
岡
」
の
下
に
「
、
船
岡
新
栄
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
」
を
、「
二
丁
目
、
槻
木
」
の
下
に
「
、
槻
木
東

一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
槻
木
駅
西
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
」
を
、「
本
船
迫
」
の
下
に
「
、
大
字
上
名
生
字
新

大
原
、
大
字
上
名
生
字
新
宮
前
、
大
字
下
名
生
字
剣
水
、
剣
崎
一
丁
目
及
び
二
丁
目
」
を
加
え
、
同
表
岩
沼
市
の
項
中

「
東
北
谷
地
」
の
下
に
「
、
た
け
く
ま
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
里
の
杜
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
玉
浦
西
一
丁

目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
恵
み
野
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
」
を
加
え
、
同
表
名
取
市
の
項
中
「
飯
野
坂
、
植
松
」
を
「
飯

野
坂
一
丁
目
か
ら
七
丁
目
ま
で
、
植
松
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
」
に
改
め
、「
箱
塚
」
の
下
に
「
、
杜
せ
き
の
し
た
、

小
山
、
大
手
町
、
美
田
園
、
愛
の
杜
、
ゆ
り
が
丘
、
相
互
台
、
那
智
が
丘
、
み
ど
り
台
」
を
加
え
、
同
表
山
元
町
の
項

中
「
真
庭
字
原
ノ
町
」
の
下
に
「
、
つ
ば
め
の
杜
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
」
を
加
え
、
同
表
大
和
町
の
項
中
「
吉
岡
」

の
下
に
「
、
吉
岡
南
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
吉
岡
東
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
」
を
、「
ま
で
」
の
下
に
「
、
杜

の
丘
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
」
を
加
え
、
同
表
富
谷
町
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

富
谷
市　

 

東
向
陽
台
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
一
ノ
関
字
川
俣
山
（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
）、
ひ
よ
り
台
一
丁
目
及
び
二

丁
目
、
太
子
堂
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
太
子
堂
下
、
富
谷
字
西
沢
、
富
谷
字
坂
ノ
下
、
清
水
仲
、
と
ち
の
木

一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
あ
け
の
平
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
杜
乃
橋
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
日
吉
台
一
丁

目
か
ら
三
丁
目
ま
で
、
富
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
ま
で
、
大
清
水
一
丁
目
及
び
二
丁
目
、
上
桜
木
一
丁
目

及
び
二
丁
目
、
成
田
一
丁
目
か
ら
九
丁
目
ま
で
、
明
石
台
一
丁
目
か
ら
九
丁
目
ま
で

　

表
多
賀
城
市
の
項
中
「（
庚
田
、
砂
押
、
六
貫
田
及
び
一
本
柳
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
二
丁
目
」
の
下
に
「
、
東
田

中
字
志
引
」
を
、「
ま
で
」
の
下
に
「
、
新
田
（
後
、
北
、
北
安
楽
寺
、
北
関
合
、
新
後
、
中
、
西
、
西
後
、
初
向
、

堀
西
、
南
安
楽
寺
、
南
関
合
、
六
歳
）、
高
橋
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
、
山
王
（
北
寿
福
寺
、
毛
上
、
三
千
刈
、
山

王
一
区
か
ら
四
区
ま
で
、
千
刈
田
、
中
山
王
、
西
山
王
、
西
町
浦
、
掃
下
し
、
東
町
浦
、
前
田
、
南
寿
福
寺
、
松
島
原
、

東
谷
地
中
）、
南
宮
（
一
里
塚
、
上
南
宮
、
毛
上
、
庚
申
、
八
幡
、
町
、
伊
勢
、
山
王
谷
地
）、
城
南
一
丁
目
及
び
二
丁

目
、
市
川
、
浮
島
」
を
加
え
、
同
表
松
島
町
の
項
中
「
磯
崎
字
白
坂
」
の
下
に
「
、
磯
崎
字
美
映
」
を
、「
華
園
」
の

下
に
「
、
城
内
一
、
城
内
二
、
幡
谷
字
く
ぬ
ぎ
台
」
を
加
え
、
同
表
七
ヶ
浜
町
の
項
中
「
汐
見
台
」
の
下
に
「
、
汐
見

台
南
、
松
ケ
浜
」
を
加
え
、
同
表
利
府
町
の
項
中
「
神
谷
沢
字
赤
坂
」
の
下
に
「
、
神
谷
沢
字
長
田
、
神
谷
沢
字
塚
元
」

を
、「
菅
谷
字
赤
坂
」
の
下
に
「
、
菅
谷
字
東
天
神
」
を
加
え
、「
内
ノ
目
南
（
二
十
五
番
三
、
五
十
番
三
、
百
四
十
八

番
、
百
四
十
九
番
）」
を
「
皆
の
丘
、
葉
山
」
に
改
め
、
同
表
石
巻
市
の
項
中
「
、
水
神
」、「
、
横
堤
」、「
、
深
淵
」、

「
、
開
北
町
」
及
び
「
、
鹿
妻
東
」
を
削
り
、「
鮎
川
浜
」
の
下
に
「
、
中
屋
敷
、
新
館
、
中
浦
、
三
ツ
股
、
築
山
、

大
街
道
東
、
大
街
道
西
、
大
街
道
北
、
大
街
道
南
、
茜
平
、
わ
か
ば
、
恵
み
野
、
美
園
、
新
成
」
を
加
え
、
同
表
大
崎

市
の
項
中
「
西
館
西
区
」
を
「
西
館
中
区
、
竹
ノ
内
区
」
に
、「
稲
葉
北
区
」
を
「
稲
葉
北
一
、
稲
葉
北
二
」
に
改
め
、

「
稲
葉
南
区
」
の
下
に
「
、
新
稲
葉
、
西
荒
井
北
、
米
倉
、
穂
波
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

色
麻
町　

 

四
竃
（
塩
竃
、
二
反
田
、
西
川
欠
、
大
坊
、
町
、
町
東
、
町
西
、
狐
塚
、

木
町
、
北
谷
地
、
瀧
、
本
郷
、

杉
成
、
北
河
原
、
北
本
郷
、
沼
河
原
、
田
中
後
）

　

表
栗
原
市
の
項
中
「
築
館
久
伝
」
を
「
築
館
字
久
伝
」
に
、「
一
迫
真
坂
地
区
、
一
迫
本
町
、
一
迫
中
町
、
一
迫
荒
町
、

一
迫
清
水
二
、
一
迫
金
田
地
区
、
一
迫
中
野
、
一
迫
新
町
、
一
迫
東
町
」
を
「
築
館
宮
野
中
央
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま

で
、
一
迫
真
坂
字
本
町
、
一
迫
真
坂
字
前
田
、
一
迫
真
坂
字
祇
園
、
一
迫
柳
目
字
曽
根
除
下
、
一
迫
真
坂
字
中
町
、
一

迫
真
坂
字
高
橋
、
一
迫
真
坂
字
清
水
山
王
前
、
一
迫
真
坂
字
清
水
町
田
、
一
迫
真
坂
字
荒
町
、
一
迫
真
坂
字
南
町
、
一

迫
真
坂
字
町
東
、
一
迫
真
坂
字
清
水
西
浦
、
一
迫
真
坂
字
清
水
御
免
頭
、
一
迫
真
坂
字
清
水
水
門
下
、
一
迫
柳
目
字
上

田
、
一
迫
字
川
口
中
町
、
一
迫
字
川
口
町
浦
、
一
迫
字
川
口
中
野
、
一
迫
字
川
口
日
影
、
一
迫
字
川
口
新
町
、
一
迫
字

川
口
東
町
、
一
迫
字
川
口
繁
昌
家
、
一
迫
字
川
口
町
尻
」
に
、「
若
柳
四
ツ
谷
堤
下
、
若
柳
境
田
、
若
柳
新
町
、
若
柳

塚
の
根
、
若
柳
塚
の
越
、
若
柳
中
町
、
若
柳
元
町
、
若
柳
片
町
、
若
柳
橋
元
、
若
柳
並
柳
、
若
柳
欠
、
若
柳
古
川
、
若

柳
原
畑
、
若
柳
塚
ノ
原
、
若
柳
上
堤
、
若
柳
堤
下
、
若
柳
新
堤
下
、
若
柳
南
町
、
若
柳
町
浦
、
若
柳
道
伝
前
、
若
柳
元

町
裏
」
を
「
若
柳
字
川
北
堤
下
、
若
柳
字
川
北
境
田
、
若
柳
字
川
北
新
町
、
若
柳
字
川
北
塚
の
根
、
若
柳
字
川
北
塚
の

越
、
若
柳
字
川
北
中
町
、
若
柳
字
川
北
元
町
、
若
柳
字
川
北
片
町
、
若
柳
字
川
北
橋
元
、
若
柳
字
川
北
並
柳
、
若
柳
字

川
北
欠
、
若
柳
字
川
北
古
川
、
若
柳
字
川
北
原
畑
、
若
柳
字
川
北
塚
原
、
若
柳
字
川
南
上
堤
、
若
柳
字
川
南
堤
下
、
若

柳
字
川
南
新
堤
下
、
若
柳
字
川
南
南
町
、
若
柳
字
川
南
町
浦
、
若
柳
字
川
南
道
伝
前
、
若
柳
字
川
南
南
大
通
、
若
柳
字

川
南
堤
通
、
若
柳
字
川
北
元
町
裏
」
に
、「
若
柳
片
町
裏
」
を
「
若
柳
字
川
北
片
町
裏
」
に
、「
若
柳
東
若
柳
」
を
「
若
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柳
字
川
北
東
若
柳
」
に
、「
若
柳
我
門
」
を
「
若
柳
字
川
北
我
門
」
に
、「
若
柳
川
北
六
畝
」
を
「
若
柳
字
川
北
六
畝
」

に
、「
栗
駒
岩
ケ
崎
字
茂
庭
町
、
栗
駒
四
日
市
、
栗
駒
六
日
町
、
栗
駒
八
日
市
、
栗
駒
上
小
路
、
栗
駒
下
小
路
、
栗
駒

東
小
路
、
栗
駒
田
町
前
、
栗
駒
田
町
河
原
、
栗
駒
北
畑
中
、
栗
駒
畑
中
、
鶯
沢
荒
町
、
鶯
沢
北
沢
、
鶯
沢
北
沢
向
、
鶯

沢
舘
浦
、
鶯
沢
柳
沢
、
鶯
沢
原
、
鶯
沢
佐
野
、
鶯
沢
南
沢
、
鶯
沢
佐
野
前
、
鶯
沢
五
輪
原
、
鶯
沢
下
久
保
、
鶯
沢
下
久

保
前
、
鶯
沢
宿
川
原
、
鶯
沢
辻
前
」
を
「
栗
駒
岩
ケ
崎
茂
庭
町
、
栗
駒
岩
ケ
崎
四
日
町
、
栗
駒
岩
ケ
崎
六
日
町
、
栗
駒

岩
ケ
崎
八
日
町
、
栗
駒
岩
ケ
崎
上
小
路
、
栗
駒
岩
ケ
崎
下
小
路
、
栗
駒
中
野
田
町
、
栗
駒
中
野
田
町
河
原
、
栗
駒
中
野

北
畑
中
、
栗
駒
中
野
畑
中
、
鶯
沢
南
郷
荒
町
、
鶯
沢
南
郷
北
沢
、
鶯
沢
南
郷
北
沢
向
、
鶯
沢
南
郷
舘
浦
、
鶯
沢
南
郷
柳

沢
、
鶯
沢
南
郷
原
、
鶯
沢
南
郷
佐
野
、
鶯
沢
南
郷
南
沢
、
鶯
沢
南
郷
佐
野
前
、
鶯
沢
南
郷
五
輪
原
、
鶯
沢
南
郷
下
久
保
、

鶯
沢
南
郷
下
久
保
前
、
鶯
沢
南
郷
宿
川
原
、
鶯
沢
南
郷
辻
前
」
に
改
め
、
同
表
登
米
市
の
項
中
「
石
越
町
西
門
沖
」
を

「
石
越
町
南
郷
字
西
門
沖
」
に
、「
迫
町
西
佐
沼
、
迫
町
小
金
丁
、
迫
町
下
田
中
、
迫
町
上
舟
町
、
迫
町
的
場
、
迫
町
錦
、

迫
町
南
元
町
」
を
「
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
、
迫
町
佐
沼
字
小
金
丁
、
迫
町
佐
沼
字
下
田
中
、
迫
町
佐
沼
字
上
舟
丁
、
迫

町
佐
沼
字
的
場
、
迫
町
佐
沼
字
錦
、
迫
町
佐
沼
字
南
元
丁
」
に
改
め
、
同
表
気
仙
沼
市
の
項
中
「
九
条
五
区
」
の
下
に

「
、
四
反
田
区
」
を
、「
南
郷
二
区
」
の
下
に
「
、
南
郷
三
区
」
を
、「
東
中
才
三
区
」
の
下
に
「
、
東
八
幡
区
」
を
加

え
、「
片
浜
上
区
、
片
浜
下
区
」
を
「
片
浜
区
」
に
改
め
、「
、
母
体
田
区
」
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
一
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
及
び
維
持
管
理

に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
七
号
。
以
下
「
要
綱
」
と
い
う
。）
第
三
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
要
綱
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

申
請
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　

１　

名
称　

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

　

２　

所
在
地　

宮
城
県
黒
川
郡
富
谷
町
ひ
よ
り
台
二
丁
目
一
番
地
二

　

３　

代
表
者
の
氏
名　

代
表
取
締
役　

阿
部　

幸
江

二　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

宮
城
県
黒
川
郡
富
谷
町
ひ
よ
り
台
二
丁
目
一
番
一

三　

新
設
又
は
変
更
の
別

　
　

新
設

四　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　
　

が
れ
き
類
の
破
砕
施
設

五　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

　
　

が
れ
き
類

六　

申
請
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
十
二
日

七　

縦
覧
場
所
等

　

１　

縦
覧
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

２ 　

縦
覧
期
間　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
十
五
分
ま
で
）

八　

意
見
書
の
提
出
期
限
等

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日

　

２　

提
出
場
所　

仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

３ 　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項　

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
、
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
対
象
施
設
の
名
称
（
日
本
語
に
よ

り
記
載
す
る
こ
と
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
二
号

　

昭
和
四
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
三
十
七
号
（
奨
励
品
種
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

八
年
十
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
三
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

照
井　

広
見

二
級
建
築
士

第
百
五
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

伊
藤　

褜
藏

二
級
建
築
士

第
百
五
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

菅
原　

直
臣

二
級
建
築
士

第
百
五
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

種　

別

品　

種　

名

　
　
　
　

母　

両
親　
　
　
　

　
　
　
　

父　

奨
励
品
種

採
用
年
次

播　

性

出
穂
期

（
月
日
）

成
熟
期

（
月
日
）

草　

型

芒
の
多
少

長
短　
　

株
の

開
閉

倒
伏

の
難

易　

耐
寒
雪
性

耐
病
性

品　

質

粒
形

粒
質

適　

地

摘　

要

銹

う
ど
ん
こ

大
麦

ミ
ノ
リ
ム
ギ

東
山
皮
一
号

コ
ウ
ゲ
ン
ム
ギ

昭
四
四

Ⅳ
〜
Ⅴ

五
・
二

六
・
一
三

長
稈
穂
数
型

多
・
長

中

強

強

強

強

中
の
中

中

県
下
一
円

中
生
、
長
稈
、

強
稈
で
耐
倒
伏

性
強
、
多
収
良

質

同

シ
ュ
ン
ラ
イ

ミ
ノ
リ
ム
ギ

東
山
皮
六
八
号

平
三

Ⅰ

四
・
二
七

六
・
一
一

中
稈
中
間
型

多
・
や
や

長

閉

強

耐
寒
性
や

や
強
・
耐

雪
性
中

―

や
や
弱

中
の
下

や
や
長

山
間
丘
陵

地
帯
を
除

く
県
内
一

円

早
生
、
中
稈
、

耐
倒
伏
性
強
で

良
質

同

ホ
ワ
イ
ト

フ
ァ
イ
バ
ー

東
山
系
糯
四
三
七

東
山
皮
九
六
号

平
二
八

Ⅰ
〜
Ⅱ

四
・
二
九

六
・
一
一

中
稈
中
間
型

多
・
長

中

や
や
強

耐
寒
性
や

や
強
・
耐

雪
性
強

―

や
や
強

中
の
中

や
や
長

山
間
丘
陵

地
帯
を
除

く
県
内
一

円

早
生
、
中
稈
、

も
ち
性
、
多
収

良
質

小
麦

あ
お
ば
の
恋

関
東
一
〇
五
号
と

V
eery’S’

の
F1

西
海
一
七
一
号

平
二
〇

Ⅱ

五
・
三

六
・
二
〇

中
稈
穂
数
型

や
や
多
・

や
や
長

中

中

―

中

や
や
弱

中
の
上

硝
子
質

山
間
丘
陵

地
帯
を
除

く
県
下
一

円

早
生
、
縞
萎
縮

病
抵
抗
性
強
、

穂
発
芽
か
な
り

難
、
製
麺
適
正

優
れ
る

同

シ
ラ
ネ
コ
ム
ギ

北
陸
四
九
号

東
海
八
〇
号

平
元

Ⅳ

五
・
八

六
・
二
五

中
稈
中
間
型

や
や
少
・

中

閉

強

強

中

や
や
強

中
の
中

中
間
質

山
間
丘
陵

地
帯
を
除

く
県
下
一

円

中
生
の
早
、
強

稈
で
草
型
良

く
、
加
工
適
性

高
く
、
食
味
良

好

同

ゆ
き
ち
か
ら

東
北
一
四
一
号

さ
び
系
二
三
号

平
一
五

Ⅴ

五
・
九

六
・
二
七

長
稈

穂
数
型

極
少
・
極

短

や
や
開

強

強

強

強

中
の
中

硝
子
質

山
間
丘
陵

地
帯
を
除

く
県
下
一

円

中
生
の
早
、
長

稈
だ
が
耐
倒
伏

性
強
、
蛋
白
含

量
高
い

同

東
北
二
二
九
号

関
東
一
二
三
号
と

東
北
二
一
四
号
の

F1
・
関
東
一
二
三

号
と
東
北
二
〇
九

号
の
F1
の
F1

も
ち
盛
系
Ｃ

－

三

一
七
〇
ａ

平
二
八

Ⅴ

五
・
八

六
・
二
五

中
稈

穂
数
型

極
少
・
極

短

や
や
開

強

耐
寒
性

強
・
耐
雪

性
中

中

中

中
の
上

硝
子
質

山
間
丘
陵

地
帯
を
除

く
県
下
一

円

中
生
の
早
、
穂

発
芽
難
、
製
パ

ン
適
性
優
れ
る

⎛―――⎝

⎞―――⎠
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平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

鈴
木　

伊
三

郎

二
級
建
築
士

第
百
五
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

金
野　

虎
之

助

二
級
建
築
士

第
百
五
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

庄
司　

清
治

二
級
建
築
士

第
百
五
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

大
友　

弘

二
級
建
築
士

第
百
五
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

菊
地　

力

二
級
建
築
士

第
百
五
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

伊
藤　

甚
六

二
級
建
築
士

第
百
六
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

尾
形　

知

二
級
建
築
士

第
百
六
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

柴
崎　

清
治

二
級
建
築
士

第
百
六
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

佐
藤　

養
助

二
級
建
築
士

第
百
七
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

小
川　

善
四

郎

二
級
建
築
士

第
百
七
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

若
松　

萬
之

助

二
級
建
築
士

第
百
七
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

渋
口　

惣
八

二
級
建
築
士

第
百
七
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

若
松　

喜
内

二
級
建
築
士

第
百
七
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

佐
藤　

勇
治

二
級
建
築
士

第
百
七
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

泉
川　

清
三

郎

二
級
建
築
士

第
百
七
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

小
原　

夛
一

二
級
建
築
士

第
百
七
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

上
野　

與
七

郎

二
級
建
築
士

第
百
八
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

後
藤　

表
八

二
級
建
築
士

第
百
八
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

軍
司　

慶
三

郎

二
級
建
築
士

第
百
八
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

堀
井　

效
太

郎

二
級
建
築
士

第
百
九
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

武
田　

權
五

郎

二
級
建
築
士

第
百
九
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

櫛
引　

才
太

郎

二
級
建
築
士

第
百
九
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

國
井　

養
八

二
級
建
築
士

第
百
九
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

花
坂　

森
之

進

二
級
建
築
士

第
二
百
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

佐
久
間　

今

朝
雄

二
級
建
築
士

第
二
百
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

森　

富
治

二
級
建
築
士

第
二
百
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

佐
藤　

久
治

二
級
建
築
士

第
二
百
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

遠
藤　

諦
吾

二
級
建
築
士

第
二
百
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

堀
江　

吉
藏

二
級
建
築
士

第
二
百
二
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

高
杉　

與
市

二
級
建
築
士

第
二
百
二
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

高
橋　

倉
治

二
級
建
築
士

第
二
百
二
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

佐
藤　

浩
平

二
級
建
築
士

第
二
百
二
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

八
島　

靜

二
級
建
築
士

第
二
百
二
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

高
橋　

三
四

濃

二
級
建
築
士

第
二
百
二
十
五
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

片
平　

貢

二
級
建
築
士

第
二
百
三
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

松
野　

盛

二
級
建
築
士

第
二
百
三
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

山
田　

文
彌

二
級
建
築
士

第
二
百
三
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

大
塚　

義
親

二
級
建
築
士

第
二
百
三
十
六
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

高
橋　

彦
市

二
級
建
築
士

第
二
百
三
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

岩
崎　

文
太

郎

二
級
建
築
士

第
二
百
三
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

鈴
木　

正
喜

二
級
建
築
士

第
二
百
四
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

吉
川　

富
之

助

二
級
建
築
士

第
二
百
四
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

高
砂　

末
吉

二
級
建
築
士

第
二
百
四
十
三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

大
宮　

利
藏

二
級
建
築
士

第
二
百
四
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

三
浦　

丈
二

郎

二
級
建
築
士

第
二
百
四
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
八
年
九
月
二

十
九
日

松
川　

丑
吉

二
級
建
築
士

第
二
百
五
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
四
号

　

昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
一
号
（
建
築
基
準
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
富
谷
町
の
項
中
「
富
谷
町
」
を
「
富
谷
市
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
二
十
五
号

　

石
巻
市
北
方
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

加　
　

藤　
　

慶　
　

太　
　
　

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

合
同
庁
舎
電
話
交
換
設
備
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

総
務
部
管
財
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
九
月
九
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
法
人
事
業
本
部
東
北
法
人
支
店

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
二
番
十
六
号

五　

落
札
金
額　

二
千
七
百
十
二
万
九
千
六
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
八
年
度
砂
利
採

取
業
務
主
任
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

試
験
日
時

　
　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二　

試
験
会
場

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
三
号

　
　

宮
城
県
自
治
会
館
二
〇
六
会
議
室

三　

試
験
科
目

　

１　

砂
利
の
採
取
に
関
す
る
法
令

　

２　

砂
利
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項
（
基
礎
的
な
土
木
及
び
河
川
工
学
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）

四　

受
験
手
続

　

１ 　

受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら
十
月
十
四
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。

た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
有
効
と
す
る
。

　

２ 　

受
験
手
数
料
は
七
千
六
百
円
と
し
、
受
験
願
書
に
七
千
六
百
円
分
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
て
納
め
る

こ
と
。

　

３ 　

受
験
願
書
は
、
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
並
び
に
各
地
方
振
興
事
務
所
及
び
地
域
事
務
所
で

配
布
す
る
。

　

４　

受
験
願
書
の
提
出
先

　
　
　

〒
九
八
〇

－

八
五
七
〇　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
（
電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

二
七
三
一
）

　

５　

受
験
願
書
の
添
付
書
類
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写
真
（
手
札
形
（
縦
十
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
八
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
、
受
験
願
書
の
提
出
前

六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
上
半
身
像
で
、
そ
の
裏
面
に
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
を
記
載
し
た
も
の
）

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

牡
鹿
郡
女
川
町
御
前
浜
字
荒
井
田
九
十
番
の
一
部
、
九

十
一
番
一
の
一
部
、
九
十
二
番
二
、
九
十
二
番
三
、
九
十

三
番
の
一
部
、
九
十
四
番
四
の
一
部
、
九
十
七
番
一
の
一

部
、
九
十
八
番
二
の
一
部
、
九
十
九
番
一
の
一
部
、
百
番

一
の
一
部
、
百
番
四
、
百
番
五
の
一
部
、
百
六
番
一
、
百

六
番
三
、
百
七
番
一
、
百
八
番
一
の
一
部
、
百
九
番
、
百

十
番
の
一
部
、
百
十
一
番
の
一
部
、
百
十
二
番
の
一
部
、

同
字
大
原
道
六
番
の
一
部
、
七
番
の
一
部
、
八
番
の
一
部
、

九
番
の
一
部
、
十
一
番
の
一
部
、
十
三
番
、
二
十
四
番
一

の
一
部
、
二
十
四
番
二
、
二
十
五
番
、
二
十
六
番
一
、
二

十
六
番
二
、
二
十
六
番
三
の
一
部
、
二
十
六
番
四
の
一
部
、

二
十
七
番
一
、
二
十
七
番
二
の
一
部
、
二
十
八
番
、
二
十

九
番
の
一
部
、
三
十
番
の
一
部
、
三
十
三
番
の
一
部
、
四

十
一
番
の
一
部
、
同
字
松
葉
十
九
番
の
一
部
、
二
十
一
番

一
、
二
十
三
番
一
の
一
部
、
二
十
三
番
二
、
二
十
三
番
三
、

二
十
四
番
の
一
部
、
二
十
六
番
一
、
二
十
六
番
二
の
一
部
、

二
十
六
番
三
、
二
十
六
番
四
、
二
十
六
番
五
の
一
部
、
二

十
六
番
六
、
二
十
七
番
二
の
一
部
、
二
十
七
番
三
、
同
字

荒
井
田
九
十
二
番
三
地
先
の
道
の
一
部
、
九
十
三
番
地
先

の
道
の
一
部
、
九
十
四
番
四
地
先
の
道
の
一
部
、
百
番
四

地
先
の
道
の
一
部
、
百
六
番
一
地
先
の
道
の
一
部
、
同
字

松
葉
二
十
三
番
二
地
先
の
道
の
一
部
、
同
字
大
原
道
六
番

地
先
の
道
の
一
部
、
七
番
地
先
の
道
の
一
部
、
二
十
六
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

三
地
先
の
道
の
一
部
、
七
番
地
先
の
水
の
一
部
、
九
番
地

先
の
水
の
一
部

 

女
川
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
高
等
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
六
番
一
号

五　

落
札
金
額　

二
千
五
百
六
十
二
万
八
千
四
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量

　

１　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
大
河
原
商
業
高
等
学
校　

一
式

　

２　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校　

一
式

　

３　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
白
石
工
業
高
等
学
校　

一
式

　

４　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
古
川
工
業
高
等
学
校　

一
式

　

５　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
村
田
高
等
学
校　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日

　
　

一
の
１
〜
一
の
４　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日

　
　

一
の
５　
　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
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四　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地

　
　

一
の
１　

富
士
通
リ
ー
ス
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
二
丁
目
三
番
二
十
二
号

　
　

一
の
２　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
六
番
一
号

　
　

一
の
３　

日
通
商
事
株
式
会
社
仙
台
支
店　

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
三
丁
目
一
番
一
号

　
　

一
の
４　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
六
番
一
号

　
　

一
の
５　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
六
番
一
号

五　

落
札
金
額

　
　

一
の
１　

一
億
三
千
八
百
六
十
四
万
六
千
八
十
円

　
　

一
の
２　

三
千
二
百
二
十
六
万
三
千
九
百
二
十
円

　
　

一
の
３　

五
千
三
百
七
十
八
万
四
千
円

　
　

一
の
４　

五
千
六
百
三
十
七
万
六
千
円

　
　

一
の
５　

五
千
三
百
七
十
五
万
千
六
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

小　
　

川　
　

竹　
　

男　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
―
六
十
六

　
　
　

 

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規

則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
東
松
島
市
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

議　
　

会

事　

務　

局

局
長

（
本
庁
共
通
）

会
計
管
理
者　

部
長　

次
長

市
長
部
局

本　
　
　

庁
　

課
長　

室
長

（
企
画
政
策
課
関
係
）

課
長
補
佐
（
秘
書
を
担
当
す

る
も
の
に
限
る
。）

（
総
務
課
関
係
）

課
長
補
佐
（
人
事
を
担
当
す

る
も
の
に
限
る
。）

（
財
政
課
関
係
）

課
長
補
佐
（
財
務
を
担
当
す

る
も
の
に
限
る
。）

出　

張　

所

所
長

保　

育　

所

所
長

富
谷
市

福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー

所
長

保
健
福
祉
総

合
支
援
セ
ン

タ
ー

所
長

清
掃
セ
ン
タ

ー

所
長

教
育
委
員

会

事　

務　

局

教
育
次
長　

教
育
部
長　

課

長

学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

所
長

公　

民　

館

館
長

総
合
運
動
公

園

所
長

民
俗
ギ
ャ
ラ

リ
ー

館
長

　

別
表
第
一
富
谷
町
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
32号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
28年
７
月

か
ら
８
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
28年
10月
７
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
齋
　
　
藤
　
　
正
　
　
美
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　



第2798号　平成28年10月７日　金曜日 （10）宮　　城　　県　　公　　報
 

宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
本
庁

　
　
秘
書
課
 

７
月
８
日

　
　
人
事
課
・
行
政
管
理
室
 

７
月
15日

　
　
行
政
経
営
推
進
課
 

７
月
22日

　
　
職
員
厚
生
課
 

７
月
７
日

　
　
私
学
文
書
課
・
県
政
情
報
公
開
室
 

７
月
14日

　
　
広
報
課
 

７
月
７
日

　
　
財
政
課
 

７
月
28日

　
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室
 

７
月
25日

　
　
市
町
村
課
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
。） 

７
月
14日

　
　
管
財
課
 

７
月
７
日

　
　
危
機
対
策
課
 

７
月
15日

　
　
消
防
課
・
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
 

７
月
７
日

〇
震
災
復
興
・
企
画
部

　
本
庁

　
　
震
災
復
興
・
企
画
総
務
課
 

７
月
22日

　
　
震
災
復
興
推
進
課
 

７
月
６
日

　
　
震
災
復
興
政
策
課
 

７
月
22日

　
　
地
域
復
興
支
援
課
 

７
月
22日

　
　
総
合
交
通
対
策
課
 

７
月
６
日

　
　
統
計
課
 

７
月
22日

　
　
情
報
政
策
課
・
情
報
産
業
振
興
室
 

７
月
８
日

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課
 

７
月
11日

〇
環
境
生
活
部

　
本
庁

　
　
環
境
生
活
総
務
課
 

７
月
22日

　
　
環
境
政
策
課
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
 

７
月
８
日

　
　
環
境
対
策
課
 

７
月
20日

　
　
原
子
力
安
全
対
策
課
 

７
月
20日

　
　
自
然
保
護
課
 

７
月
20日

　
　
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
 

７
月
13日

　
　
循
環
型
社
会
推
進
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室
 

７
月
20日

　
　
消
費
生
活
・
文
化
課
 

７
月
13日

　
　
共
同
参
画
社
会
推
進
課
 

７
月
７
日

〇
保
健
福
祉
部

　
本
庁

　
　
保
健
福
祉
総
務
課
・
震
災
援
護
室
 

７
月
25日

　
　
社
会
福
祉
課
 

７
月
26日

　
　
医
療
整
備
課
・
医
師
確
保
対
策
室
 

７
月
15日

　
　
長
寿
社
会
政
策
課
 

７
月
26日

　
　
健
康
推
進
課
・
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
 

７
月
26日

　
　
子
育
て
支
援
課
 

７
月
20日

　
　
障
害
福
祉
課
 

７
月
26日

　
　
薬
務
課
 

７
月
６
日

　
　
国
保
医
療
課
 

７
月
６
日

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
本
庁

　
　
経
済
商
工
観
光
総
務
課
・
富
県
宮
城
推
進
室
・
企
業
復
興
支
援
室
 

７
月
25日

　
　
新
産
業
振
興
課
 

７
月
７
日

　
　
産
業
立
地
推
進
課
・
自
動
車
産
業
振
興
室
 

７
月
15日

　
　
商
工
経
営
支
援
課
 

７
月
25日

　
　
産
業
人
材
対
策
課
 

７
月
25日

　
　
雇
用
対
策
課
 

７
月
25日

　
　
観
光
課
 

７
月
20日

　
　
国
際
経
済
・
交
流
課
・
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
 

７
月
８
日

〇
農
林
水
産
部

　
本
庁
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農
林
水
産
総
務
課
・
農
林
水
産
政
策
室
 

７
月
29日

　
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課
 

７
月
13日

　
　
食
産
業
振
興
課
 

７
月
12日

　
　
農
業
振
興
課
 

７
月
26日

　
　
農
産
園
芸
環
境
課
 

７
月
13日

　
　
畜
産
課
・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
推
進
室
 

７
月
12日

　
　
農
村
振
興
課
 

７
月
19日

　
　
農
村
整
備
課
・
農
地
復
興
推
進
室
 

７
月
19日

　
　
林
業
振
興
課
 

７
月
19日

　
　
森
林
整
備
課
 

７
月
28日

　
　
水
産
業
振
興
課
（
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
，
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
。）

 
７
月
28日

　
　
水
産
業
基
盤
整
備
課
・
漁
港
復
興
推
進
室
 

７
月
26日

〇
土
木
部

　
本
庁

　
　
土
木
総
務
課
 

７
月
28日

　
　
事
業
管
理
課
 

７
月
12日

　
　
用
地
課
（
収
用
委
員
会
事
務
局
を
含
む
。） 

７
月
11日

　
　
道
路
課
 

７
月
26日

　
　
河
川
課
 

７
月
22日

　
　
防
災
砂
防
課
 

７
月
19日

　
　
港
湾
課
 

７
月
28日

　
　
空
港
臨
空
地
域
課
 

７
月
11日

　
　
都
市
計
画
課
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
 

７
月
28日

　
　
下
水
道
課
 

７
月
22日

　
　
建
築
宅
地
課
 

７
月
12日

　
　
住
宅
課
・
復
興
住
宅
整
備
室
 

７
月
12日

　
　
営
繕
課
 

７
月
20日

　
　
設
備
課
 

７
月
20日

〇
出
納
局

　
本
庁

　
　
会
計
課
・
会
計
指
導
検
査
室
 

７
月
12日

　
　
契
約
課
 

７
月
14日

　
　
検
査
課
 

７
月
14日

〇
議
会
事
務
局
 

７
月
26日

〇
教
育
庁

　
本
庁

　
　
総
務
課
・
教
育
企
画
室
 

７
月
27日

　
　
福
利
課
 

７
月
12日

　
　
教
職
員
課
 

７
月
11日

　
　
義
務
教
育
課
・
特
別
支
援
教
育
室
 

７
月
15日

　
　
高
校
教
育
課
 

７
月
15日

　
　
施
設
整
備
課
 

７
月
27日

　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
・
全
国
高
校
総
体
推
進
室
 

７
月
15日

　
　
生
涯
学
習
課
・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
 

７
月
12日

　
　
文
化
財
保
護
課
 

７
月
15日

〇
警
察
本
部
 

８
月
４
日
，
５
日

〇
人
事
委
員
会
事
務
局
 

７
月
12日

〇
監
査
委
員
事
務
局
 

７
月
28日

〇
労
働
委
員
会
事
務
局
 

７
月
29日

２
　
監
査
結
果

　
 　
平
成
27年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
 　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
注
意
を
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
，
宮
城
県
警
察
本
部
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
⑴
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室

　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適
切

な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
1,735,423,962円
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過
年
度
分
　
3,044,091,239円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
4,779,515,201円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
1,705,086,450円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
3,604,984,294円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
5,310,070,744円

　
⑵
　
管
財
課

　
　
 　
行
政
財
産
の
使
用
料
等
の
収
入
遅
延
に
関
し
，
督
促
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
及
び
督
促
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
延
滞
金
の
徴
収
が
で
き
な
い
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
督
促
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
。

　
　
　
　
・
件
　
　
数
　
        38件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
15,605,200円

　
　
　
〇
督
促
を
行
わ
な
い
た
め
延
滞
金
の
徴
収
が
で
き
な
い
も
の
。

　
　
　
　
・
件
　
　
数
　
         2件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
 5,856,220円

　
　
　
　
・
延
滞
金
額
　
　
  71,700円

　
⑶
　
環
境
政
策
課
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室

　
　
 　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
（
平
成
23年
度
産
業
廃
棄
物
再
資
源
化
・
再
生
資
源
利
活
用
設
備
等
整
備
事
業
費
及
び

平
成
24年
度
み
や
ぎ
産
業
廃
棄
物
３
Ｒ
等
推
進
設
備
事
業
に
係
る
返
還
金
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の

で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
36,118,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
         0円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
36,118,000円

　
⑷
　
循
環
型
社
会
推
進
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室

　
　
 　
特
別
納
付
金
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の

で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 64,654,681円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
544,453,759円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
609,108,440円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 31,646,763円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
513,622,996円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
545,269,759円

　
⑸
　
子
育
て
支
援
課

　
　
 　
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
児
童
保
護
費
，
過
誤
払
返
納
金
及
び
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還

金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
12,305,948円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
83,673,066円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
95,979,014円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
14,527,371円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
84,768,164円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
99,295,535円

　
　
　
〇
児
童
保
護
費

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 2,396,940円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
10,507,990円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
12,904,930円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 1,924,940円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
12,198,550円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
14,123,490円

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
里
親
委
託
費
）
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・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額
　

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
    72,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 1,300,994円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
 1,372,994円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 1,300,994円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
     2,240円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
 1,303,234円

　
　
　
〇
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
返
還
金

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
   493,860円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
14,472,070円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
14,965,930円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
   311,910円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
15,980,640円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
16,292,550円

　
⑹
　
経
済
商
工
観
光
総
務
課
・
富
県
宮
城
推
進
室
・
企
業
復
興
支
援
室

　
　
 　
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
金
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進

と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 16,822,765円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
624,132,558円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
640,955,323円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
          0円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
624,132,558円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
624,132,558円

　
⑺
　
雇
用
対
策
課

　
　
 　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
及
び
過
誤
払
返
納
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
補
助
金
等
精
算
返
還
金
（
雇
用
維
持
奨
励
金
及
び
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  517,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
  588,938円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
1,105,938円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  542,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
  588,938円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
1,130,938円

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
事
業
復
興
型
雇
用
創
出
助
成
金
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
4,544,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
        0円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
4,544,000円

　
⑻
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課

　
　
 　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 4,280,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
28,256,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
32,536,000円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 4,852,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
25,336,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
30,188,000円

　
⑼
　
畜
産
課
・
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
推
進
室

　
　
 　
死
亡
牛
適
正
処
理
施
設
整
備
事
業
補
助
金
返
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切

な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。



第2798号　平成28年10月７日　金曜日 （14）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
         0円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
29,709,868円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
29,709,868円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
29,709,868円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
         0円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
29,709,868円

　
⑽
　
住
宅
課
・
復
興
住
宅
整
備
室

　
　
 　
県
営
住
宅
使
用
料
及
び
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，

な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
県
営
住
宅
使
用
料

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
15,141,480円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
35,612,802円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
50,754,282円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 21,001,353円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 96,752,563円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
117,753,916円

　
　
　
〇
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
1,421,950円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
2,084,520円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
3,506,470円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
2,251,200円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
5,329,600円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
7,580,800円

　
⑾
　
高
校
教
育
課

　
　
 　
高
等
学
校
等
育
英
奨
学
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 69,198,456円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 89,517,912円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
158,716,368円

　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 54,049,133円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 57,772,663円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
111,821,796円

　
⑿
　
警
察
本
部

　
　
 　
損
害
賠
償
金
，
放
置
違
反
金
及
び
延
滞
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権

管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
損
害
賠
償
金

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 2,842,560円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
17,668,184円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
20,510,744円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 3,658,134円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
14,415,850円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
18,073,984円

　
　
　
〇
放
置
違
反
金

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 4,917,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 7,818,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
12,735,000円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額
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現
年
度
分
　
 5,621,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
11,819,509円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
17,440,509円

　
　
　
〇
延
滞
金
（
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金
）

　
　
　
　
・
平
成
27年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  712,900円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
  997,400円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
1,710,300円

　
　
　
　
・
平
成
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
  479,800円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
1,370,190円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
1,849,990円

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
34号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
242条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
本
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
，
同
条
第

４
項
の
規
定
に
基
づ
き
監
査
し
た
結
果
（
平
成
28年
９
月
30日
付
け
で
請
求
人
に
通
知
）
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
28年
10月
７
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

第
１
　
請
求
の
あ
っ
た
日
 

　
　
　
平
成
28年
８
月
１
日

第
２
　
請
求
人

　
　
　
仙
台
市
青
葉
区
中
央
４
－
３
－
28　
朝
市
ビ
ル
３
階

　
　
　
　
仙
台
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
代
表
　
原
田
　
　
憲

第
３
　
措
置
請
求
の
内
容

　
　
　
で
き
る
限
り
措
置
請
求
書
の
原
文
に
即
し
て
記
載
す
る
。

　
１
　
請
求
の
趣
旨

　
　
 　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
242条

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
自
由
民

主
党
・
県
民
会
議
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
政
務
活
動
費
の
支
出
に
つ
い
て
厳
正
な
る
監
査
を
行
い
，
違
法
不
当
な

部
分
に
つ
い
て
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
か
ら
宮
城
県
に
返
還
を
求
め
る
な
ど
，
宮
城

県
の
被
っ
た
損
害
を
補
填
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
。

　
２
　
請
求
の
理
由

　
　
⑴
　
本
件
請
求
の
概
要

　
　
　
 　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
，
平
成
26年
５
月
か
ら
平
成
28年
３
月
ま
で
の
間
に
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
，
同
社
に
対
し
て
人
件
費
総
額
705万

4,778円
を
支
払
い
，
こ
の
全

額
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
か
ら
充
当
し
た
と
こ
ろ
，
①
こ
の
よ
う
に
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
は
宮
城
県

議
会
に
お
け
る
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
（
平
成
16年
宮
城
県
条
例
第
38号
。
以
下
「
条
例
」
と
い

う
。）
及
び
「
政
務
活
動
費
の
手
引
」（
以
下
「
手
引
き
」
と
い
う
。）
の
人
件
費
の
充
当
指
針
に
違
反
す
る
し
，

②
そ
も
そ
も
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
は
労
働
者
派
遣
事
業
の

適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。）
に

違
反
す
る
。
そ
こ
で
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
違
法
か
つ
不
当
に
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
と
い
う
べ
き

で
あ
り
，
こ
れ
に
よ
り
宮
城
県
に
生
じ
た
損
害
を
填
補
す
べ
く
必
要
な
措
置
・
勧
告
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
⑵
　
本
件
の
事
情

　
　
　
イ
　
当
事
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
イ
 　
請
求
人
は
，
国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
不
正
，
不
当
な
行
為
を
監
視
し
，
そ
の
是
正
を
求
め
る
活
動

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
権
利
能
力
な
き
社
団
で
あ
る
。

　
　
　
　
ロ
 　
中
山
耕
一
議
員
は
，
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
黒
川
選
挙
区
（
大
和
町
・
富
谷
町
・
大
郷
町
・
大
衡

村
）
に
お
い
て
平
成
15年
に
初
当
選
し
，
以
来
現
在
４
期
連
続
で
宮
城
県
議
会
議
員
を
務
め
，
平
成
28年

６
月
15日
よ
り
宮
城
県
議
会
議
長
の
役
職
に
あ
る
者
で
あ
る
。
中
山
耕
一
議
員
の
事
務
所
の
所
在
地
は
，

宮
城
県
黒
川
郡
富
谷
町
上
桜
木
一
丁
目
42番
地
２
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
ま
た
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
，
宮
城
県
議
会
議
員
32名
が
所
属
す
る
宮
城
県
議
会
に
お
け
る
会

派
で
あ
る
。
中
山
耕
一
議
員
も
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
所
属
し
，
平
成
25年

11月
に
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
の
幹
事
長
，
平
成
26年
11月
か
ら
は
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
て

い
た
。

　
　
　
　
ハ
 　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
，
平
成
22年
１
月
29日
に
宮
城
県
黒
川
郡
富
谷
町
上
桜
木
一

丁
目
42番
地
２
を
本
店
所
在
地
と
し
て
，
市
場
調
査
，
社
会
調
査
，
人
材
開
発
，
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
等
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ
る
（
甲
１
）。
同
社
の
唯
一
の
取
締
役
で
あ
る
○
○
○

○
氏
は
，
平
成
○
○
年
○
月
○
○
日
に
中
山
耕
一
議
員
と
婚
姻
し
て
，
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
に
中
山
耕
一
議
員
と
と
も
に
居
住
し
て
い
る
者
で
あ
る
。

　
　
　
ロ
　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
人
件
費
の
支
出
状
況

　
　
　
　
イ
 　
請
求
人
が
入
手
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
，
下
記
の
表
記
載
の
と
お
り
，
平

成
21年
４
月
以
降
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
宮
城
県
議
会
議
事
堂
の
会
派
控
室
で
勤
務
し
て
い
た
職

員
２
人
分
の
人
件
費
を
，
職
員
の
派
遣
元
事
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
ス
タ
ッ
フ
ネ
ッ
ト
，
株
式
会
社
エ
キ
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ス
パ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
等
に
対
し
て
支
払
っ
て
き
た
（
職
員
が
派
遣
職
員
で
は
な
く
，
ア
ル
バ
イ
ト

で
あ
る
場
合
は
，
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
支
払
っ
て
い
た
。）。

ス
タ
ッ
フ

ネ
ッ
ト

エ
キ
ス
パ
ー

ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー

Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン

グ
あ
ず
み

ア
ル
バ
イ
ト

労
働
者
派
遣

事
業

（派04－300095）

労
働
者
派
遣

事
業

（派04－300215）
許
可
な
し

労
働
者
派
遣

事
業

（派04－300032）

平
成
21年
４
月

－
平
成
25年
８
月

○
○

平
成
25年
９
月

○
○

平
成
25年
10，
11月

○
○

平
成
25年
12月

－
平
成
26年
３
月

○
○

平
成
26年
４
月

○
○

平
成
26年
５
月

－
平
成
28年
２
月

○
○

平
成
28年
３
月

○
○

○

平
成
28年
４
月
－

○
○

（
※
　
○
は
職
員
一
人
分
を
指
す
。）

　
　
　
　
ロ
 　
中
山
耕
一
議
員
が
平
成
25年
11月
に
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
幹
事
長
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
年
度

末
で
あ
る
平
成
25年
度
末
に
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
株
式
会
社
ス
タ
ッ
フ
ネ
ッ
ト
と
の
派
遣
契
約

を
打
ち
切
り
，
平
成
26年
５
月
以
降
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
 　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
，
平
成
26年
５
月
か
ら

平
成
28年
３
月
ま
で
に
支
払
っ
た
人
伴
費
の
内
訳
は
，
添
付
の
事
実
証
明
書
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。
自

由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
支
払
っ
た
人
件
費
の
総
額
は
705万

4,778円
に
及
ぶ
。

　
　
⑶
　
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と

　
　
　
イ
　
政
務
活
動
費
の
使
用
用
途
に
関
す
る
規
制
の
概
要

　
　
　
　
イ
 　
宮
城
県
議
会
の
各
会
派
又
は
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
政
務
活
動
費
は
，
法
第

232条
の
２
に
定
め
る
補
助
金
で
あ
り
，
法
第
100条

第
14項
及
び
第
16項
，
条
例
，
宮
城
県
議
会
に
お
け

る
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
（
平
成
16年
宮
城
県
議
会
訓
令
甲
第
３
号
。
以
下
「
条

例
施
行
規
程
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
，
公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
に
の
み
支
出
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
宮
城
県
で
は
，
会
派
に
所
属
す
る
議
員
一
人
当
た
り
月
額
35万
円
の
政
務
活
動
費
が
各
会
派
に
一
律
に

支
出
さ
れ
，
政
務
活
動
費
総
額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
て
得
た
額
に
残
余
が
あ
る
場
合
に
は
，
各
会
派

は
速
や
か
に
，
当
該
残
余
の
額
に
相
当
す
る
額
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
条
例
第

16条
）。
そ
し
て
各
会
派
は
政
務
活
動
費
の
適
正
な
使
用
を
確
保
す
る
た
め
に
政
務
活
動
費
の
使
用
に
つ

い
て
当
該
各
会
派
に
所
属
す
る
議
員
を
指
導
監
督
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
条
例
第
11条
）。

　
　
　
　
　
 　
政
務
活
動
費
は
「
会
派
及
び
議
員
が
実
施
す
る
調
査
研
究
，
研
修
，
広
聴
広
報
，
要
請
陳
情
，
住
民
相

談
，
各
種
会
議
へ
の
参
加
等
県
政
の
課
題
及
び
県
民
の
意
思
を
把
握
し
，
県
政
に
反
映
さ
せ
る
活
動
そ
の

他
の
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
活
動
（
以
下
「
政
務
活
動
」
と
い
う
。）
に
要
す
る
経
費

に
対
し
交
付
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
条
例
第
２
条
），
今
回
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
件
費
に
つ
い

て
は「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
を
雇
用
す
る
経
費
」と
定
め
ら
れ
て
い
る（
条

例
別
表
）。

　
　
　
　
ロ
 　
そ
し
て
宮
城
県
議
会
が
平
成
25年
３
月
に
定
め
た
手
引
き
に
よ
れ
ば
，
人
件
費
の
具
体
例
と
し
て
「
職

員
の
給
料
，
各
種
手
当
，
社
会
保
険
料
，
臨
時
職
員
賃
金
等
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
，
充
当
指
針
に
つ
い

て
は
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
を
除
く
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
ロ
　
労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い
て
の
法
規
制
の
概
要

　
　
　
　
 　
労
働
者
派
遣
事
業
と
は
，
派
遣
元
事
業
主
が
自
己
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
，
派
遣
先
の
指
揮
命
令
を
受
け

て
，派
遣
先
の
た
め
に
労
働
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
い
う（
労
働
者
派
遣
法
第
２
条
）。

　
　
　
　
 　
労
働
者
派
遣
法
の
平
成
27年
９
月
30日
改
正
前
で
は
，
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
以
外
の
労
働
者
派
遣
事
業

（
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
）
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
（
改
正
前
第
５
条
），
常

時
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
だ
け
を
労
働
者
派
遣
の
対
象
と
し
て
行
う
労
働
者
派
遣
事
業
（
特
定
労
働
者
派
遣
事

業
）
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
に
対
す
る
届
出
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
改
正
前
第
16条
）。

　
　
　
　
 　
労
働
者
派
遣
法
の
平
成
27年
９
月
30日
改
正
後
で
は
，
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
と
特
定
労
働
者
派
遣
事
業

の
区
別
は
な
く
な
り
，
労
働
者
派
遣
事
業
を
営
む
者
は
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
（
改
正
後
第
５
条
），
こ
れ
に
反
し
た
場
合
に
は
「
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
100万

円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。」（

改
正
後
第
59条
第
２
号
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
い
ず
れ
に
せ
よ
，
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
な
い
し
厚
生
労
働
大
臣
に
対
す
る
届
出
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
労
働
者
派
遣
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
，
労
働
者
派
遣
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
者
か
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ら
労
働
者
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
は
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
す
る
。

　
　
　
ハ
　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
違
法
か
つ
不
当
に
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
こ
と

　
　
　
　
 　
上
記
⑵
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
，
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
支
払
っ
た
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
こ
と
は
，
①
条
例
及
び

手
引
き
の
人
件
費
の
充
当
指
針
に
違
反
す
る
し
，
②
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
す
る
の
で
あ
る
か
ら
，
違
法
か

つ
不
当
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
イ
 　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と

は
，「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
」
と
同
様
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
Ａ
 　
人
件
費
は
「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
を
雇
用
す
る
経
費
」
で
あ
り
，
手

引
き
は
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
」
に
つ
い
て
は
政
務
活
動
費
を
充
当
す
べ
き
で
な

い
と
定
め
て
い
る
。
本
件
で
は
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
に
つ
い

て
の
人
件
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
，
本
件
の
よ
う
に
会
派
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員

が
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
に
当
た
る
場
合
と
は
，
規
定
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
，
当
該
会
派
所
属
の

議
員
と
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
で
あ
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
 　
こ
の
よ
う
に
手
引
き
が
，
会
派
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
が
当
該
会
派
所
属
の
議
員
と

「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
で
あ
る
場
合
に
，
そ
の
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と

を
禁
止
し
た
趣
旨
は
，
政
務
活
動
費
が
県
民
の
税
金
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
，
県
民
の

目
か
ら
見
て
議
員
が
税
金
を
不
当
に
利
得
し
て
い
る
と
疑
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
，
公
正
ら
し
さ
を
担

保
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
，
会
派
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員

が
当
該
会
派
の
議
員
と
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
で
あ
る
場
合
に
は
，
当
該
議
員
が
そ
の
職
員
の
人

件
費
の
金
額
の
会
派
の
決
定
に
つ
い
て
影
響
力
を
行
使
す
る
結
果
，
人
件
費
の
金
額
が
お
手
盛
り
で
決

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
，
議
員
が
税
金
を
不
当
に
利
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
県

民
の
疑
惑
を
招
き
，
公
正
ら
し
さ
を
担
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
，
会
派
が
行
う
政

務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
が
当
該
会
派
所
属
の
議
員
と
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
で
あ
る
場
合
に
は

そ
の
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
 　
手
引
き
の
規
定
を
解
釈
適
用
す
る
際
に
は
，
上
記
の
よ
う
な
手
引
き
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
Ｂ
 　
本
件
で
は
，
平
成
26年
５
月
以
降
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
派
遣
さ
れ
て
，
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
の
政
務
活
動
を
補
助
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
た
職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活

動
費
が
充
当
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
，
当
該
職
員
と
中
山
耕
一
議
員
が
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
の
関

係
に
あ
る
の
か
ど
う
か
は
現
段
階
で
は
判
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
唯
一
の
取
締
役
は
中
山
耕
一
議
員
の
同
居
の
妻
で
あ
っ
て
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
で

あ
る
○
○
○
○
氏
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
か
ら
当
該
職
員
に
つ

い
て
支
払
わ
れ
た
人
件
費
は
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
入
金
さ
れ
て
同
社
の
利
益
と
な

り
，
結
果
と
し
て
○
○
○
○
氏
の
報
酬
と
い
う
形
で
同
氏
の
懐
を
潤
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
 　
他
方
，
中
山
耕
一
議
員
は
平
成
25年
11月
か
ら
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
幹
事
長
に
就
任
し
，
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
の
会
派
運
営
に
つ
い
て
重
要
な
権
限
と
責
任
を
有
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
お
け
る
人
件
費
の
支
出
先
，
金
額
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
極
め

て
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
得
た
。

　
　
　
　
　
　
 　
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
中
山
耕
一
議
員
が
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
幹
事
長
に
就
任
し
て
か

ら
最
初
の
年
度
末
で
あ
る
平
成
25年
度
末
に
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
，
そ
れ
ま
で
の
派
遣
元
で

あ
る
株
式
会
社
ス
タ
ッ
フ
ネ
ッ
ト
と
の
契
約
を
打
ち
切
り
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

職
員
の
派
遣
元
を
切
り
替
え
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
，
中
山
耕
一
議
員
が
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
人

件
費
の
支
出
先
，
金
額
の
決
定
に
つ
い
て
幹
事
長
と
し
て
の
影
響
力
を
行
使
し
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
職
員
の
派
遣
元
を
切
り
替
え
た
う
え
，
同
社
に
対
す
る
人
件
費
の
金
額
を
お
手
盛

り
で
決
め
て
，
同
社
の
唯
一
の
取
締
役
に
し
て
中
山
耕
一
議
員
の
妻
で
あ
る
○
○
○
○
氏
を
通
し
て
税

金
を
不
当
に
利
得
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
Ｃ
 　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
平
成
26年
５
月
以
降
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
，
同
社
に
対
し
て
支
払
っ
た
人
件
費
に
政
務
活
動
費
を
充

当
す
る
こ
と
は
，
会
派
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
が
当
該
会
派
所
属
の
議
員
と
「
生
計
を
一

に
す
る
親
族
」
で
あ
る
場
合
に
，
そ
の
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
か
ら
充
当
す
る
こ
と
を
禁
止
し

た
手
引
き
の
趣
旨
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
 　
こ
の
よ
う
に
手
引
き
の
趣
旨
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
政
務
活
動
費
の
充
当
は
到
底
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
，
本
件
の
政
務
活
動
費
の
充
当
は
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場

合
」
と
同
様
で
あ
る
と
し
て
，
手
引
き
に
違
反
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
法
律
解
釈
に
お
い
て
，
当

該
規
定
に
明
文
上
抵
触
し
な
い
事
象
に
つ
い
て
も
，
当
該
事
象
が
当
該
規
定
の
趣
旨
か
ら
し
て
当
然
認

め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
と
言
え
る
場
合
に
は
，
当
該
規
定
の
趣
旨
か
ら
類
推
し
て
当
該
事
象
は
当
該
規

定
に
違
反
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
付
言
す
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
方

法
を
類
推
解
釈
な
い
し
勿
論
解
釈
と
い
う
。）。

　
　
　
　
ロ
 　
そ
も
そ
も
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
は
労
働
者
派
遣
法

に
違
反
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
Ａ
 　
上
記
第
２
で
述
べ
た
と
お
り
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
政
務
活
動
を
補
助
す
る
業
務
を
行
っ
て
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い
た
職
員
は
常
時
２
名
い
る
と
こ
ろ
，
こ
れ
ら
の
職
員
は
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
指
揮
命
令
の
も

と
で
労
働
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
は
，
多
く
の
場
合
，
株
式
会
社
ス

タ
ッ
フ
ネ
ッ
ト
等
の
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
し
，
派
遣
の
職
員
が
不
在
の
と
き
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
雇
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
，
こ
れ
ら
の
職
員
は
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
平
成
26年
５
月
以
降
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
派
遣
さ
れ
て
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
の
政
務
活
動
を
補
助
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
た
職
員
に
つ
い
て
も
，
同
時
期
に
株

式
会
社
エ
キ
ス
パ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
職
員
と
同
様
に
，
自
由
民
主
党
・
県

民
会
議
の
指
揮
命
令
の
も
と
で
労
働
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
Ｂ
 　
そ
う
す
る
と
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派

遣
を
受
け
て
，
自
ら
の
指
揮
命
令
の
も
と
で
労
働
さ
せ
る
こ
と
は
，「
派
遣
元
事
業
主
が
自
己
の
雇
用

す
る
労
働
者
を
，
派
遣
先
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
，
派
遣
先
の
た
め
に
労
働
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
」
に

な
る
の
で
あ
る
か
ら
，
労
働
者
派
遣
法
に
よ
り
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
厚
生
労
働

大
臣
の
許
可
な
い
し
厚
生
労
働
大
臣
に
対
す
る
届
出
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
 　
し
か
し
な
が
ら
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
は
，
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い
て
厚

生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
し
，
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
に
対
す

る
届
出
も
し
て
い
な
い
（
甲
２
）。

　
　
　
　
　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派

遣
を
受
け
て
会
派
の
政
務
活
動
を
補
助
す
る
業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
す
る
こ

と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
Ｃ
 　
法
第
２
条
第
16項

は
，「
地
方
公
共
団
体
は
，
法
令
に
違
反
し
て
そ
の
事
務
を
処
理
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
お
り
，
同
法
第
242条

第
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
違
法
」
と
は
，
文
字
通
り
法
令

の
規
定
に
違
背
す
る
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
（
甲
３
の
874頁

）。
そ
う
す
る
と
，
労
働
者
派
遣
法

に
違
反
す
る
こ
と
は
同
法
第
242条

第
１
項
「
違
法
」
に
当
た
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
 　
ま
た
，
同
法
第
242条

第
１
項
「
不
当
」
と
は
，
行
政
上
実
質
的
に
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
又
は
適
当

で
な
い
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
（
甲
３
の
874頁

）。
労
働
者
派
遣
法
上
の
許
可
な
い
し
届
出
の
な

い
事
業
者
か
ら
労
働
者
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
は
労
働
者
派
遣
法
違
反
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
る
と
こ

ろ
，労
働
者
派
遣
法
違
反
が
推
進
さ
れ
る
と
派
遣
労
働
者
の
保
護
，雇
用
の
安
定
，福
祉
の
増
進
と
い
っ

た
労
働
者
派
遣
法
の
趣
旨
（
同
法
第
１
条
）
の
達
成
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
，
法

律
の
趣
旨
の
実
現
に
尽
力
す
べ
き
地
方
公
共
団
体
自
身
が
労
働
者
派
遣
法
の
趣
旨
の
達
成
を
阻
害
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
，
妥
当
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
労
働
者
派
遣
法
に
違
反

し
て
労
働
者
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
は
「
不
当
」
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
ハ
　
小
括

　
　
　
　
　
 　
以
上
の
と
お
り
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
支

払
っ
た
人
件
費
に
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
こ
と
は
，
①
条
例
及
び
手
引
き
の
人
件
費
の
充
当
指
針
に
違

反
す
る
し
，
②
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
す
る
の
で
あ
る
か
ら
，
違
法
か
つ
不
当
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
 　
な
お
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
か
ら
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て

い
る
人
件
費
に
は
社
会
保
険
料
の
会
社
負
担
分
や
社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
が
含
ま
れ
て
お
り
，
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
政
務
活
動
費
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
社
会
保
険
料
の
会
社
負
担
分
は
ま
さ
に
株

式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
に
つ

い
て
は
そ
も
そ
も
従
業
員
の
社
会
保
険
事
務
は
会
社
が
当
然
負
担
す
べ
き
業
務
で
あ
っ
て
，
政
務
活
動
費

を
充
当
す
べ
き
費
用
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
手
引
き
の
充
当
先
の
例
に
も
含
ま
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
れ
ら
に
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
は
手
引
き
に
一
義
的
に
違
反
す
る

こ
と
を
付
言
す
る
。

　
　
⑷
　
結
語

　
　
　
 　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
，
本
件
は
，
現
在
宮
城
県
議
会
議
長
と
い
う
重
責
を
負
う
中
山
耕
一
議
員
が
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
の
幹
事
長
に
就
任
し
て
か
ら
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
平
成
26年
５
月
か
ら
平
成
28

年
３
月
に
か
け
て
，
中
山
耕
一
議
員
の
妻
が
唯
一
の
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
，
同
社
に
対
し
て
人
件
費
総
額
705万

4,778円
を
支
払
い
，
こ
の
全
額
に
つ
い
て

違
法
不
当
に
政
務
活
動
費
か
ら
充
当
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
 　
本
件
に
お
い
て
と
り
わ
け
悪
質
な
の
は
，
中
山
耕
一
議
長
と
○
○
○
○
氏
と
の
間
に
，
自
由
民
主
党
・
県
民

会
議
と
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
介
在
さ
せ
て
，「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」
に
対
し
て
政
務

活
動
費
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
直
ち
に
分
か
ら
な
い
よ
う
に
見
せ
か
け
て
，
手
引
き
の
規
制
を
潜
脱
し
よ
う
と

し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
手
引
き
の
規
制
を
潜
脱
す
る
企
み
が
ま
か
り
通
る
と
，
手
引
き
の
規
制
が
意
味

を
持
た
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
，
厳
し
く
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
 　
本
件
の
問
題
の
大
き
さ
に
鑑
み
，
監
査
に
当
た
っ
て
は
，
中
山
耕
一
議
員
，
○
○
○
○
氏
，
株
式
会
社
Ｋ
＆

Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
従
業
員
ら
関
係
者
か
ら
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
会
社
と
し
て
の

実
態
が
あ
っ
た
の
か
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
支
払
わ
れ
た
政
務
活
動
費
が
会
社
内
で
ど
の

よ
う
に
流
れ
て
い
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
綿
密
に
事
情
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
弁
解
を
裏
付
け
る
客
観

的
資
料
（
会
計
帳
簿
，
銀
行
の
振
込
明
細
，
領
収
証
等
。
な
お
，
原
本
資
料
を
必
ず
確
認
さ
れ
た
い
。）
等
を
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出
さ
せ
て
調
査
し
，
適
切
に
事
実
認
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　
 　
そ
し
て
単
に
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
政
務
活
動
費
の
返
還
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
，
手
引
き
の
規
制
を

潜
脱
し
た
と
い
う
事
案
の
悪
質
さ
に
鑑
み
て
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
対
し
て
政
務
活
動
費
の
充
当
時
か
ら

の
利
息
の
支
払
い
も
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
 　
さ
ら
に
政
務
活
動
費
の
不
正
支
出
の
原
因
を
解
明
し
，
宮
城
県
議
会
に
お
け
る
政
務
活
動
費
の
不
正
支
出
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
３
　
添
付
資
料

　
　
⑴
　
事
実
証
明
書
（
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ヘ
の
支
払
一
覧
表
）
　
１
通

　
　
⑵
　
株
式
会
社
エ
キ
ス
パ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
ヘ
の
支
払
一
覧
表
　
１
通

　
　
⑶
　
甲
各
号
証
　
各
１
通

　
　
　
　
甲
１
　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
登
記
情
報

　
　
　
　
甲
２
 　
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
運
営
に
か
か
る
人
材
サ
ー
ビ
ス
総
合
サ
イ
ト
に
お
い
て
「
株
式
会
社
Ｋ
＆

Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
検
索
し
た
結
果

　
　
　
　
甲
３
　
松
本
英
明
「
新
版
　
逐
条
地
方
自
治
法
」（
学
陽
書
房
，
平
成
13年
）
抜
粋

第
４
　
監
査
委
員
の
辞
退
及
び
請
求
の
受
理
等

　
１
 　
齋
藤
正
美
監
査
委
員
及
び
坂
下
賢
監
査
委
員
に
つ
い
て
は
，
本
件
監
査
を
辞
退
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
，
両

監
査
委
員
は
，
本
件
監
査
に
携
わ
っ
て
い
な
い
。

　
２
 　
議
会
の
会
派
又
は
無
会
派
議
員
（
以
下
「
会
派
等
」
と
い
う
。）
に
交
付
さ
れ
た
政
務
活
動
費
は
，
知
事
の
管

理
を
離
れ
，公
金
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
，会
派
等
に
よ
る
政
務
活
動
費
の
支
出
は
，法
第
242条

第
１
項
の「
公

金
の
支
出
」
に
該
当
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
本
件
請
求
は
，
会
派
等
の
政
務
活
動
費
の
支
出
に
違
法
な
も
の
が

あ
り
，
知
事
は
，
会
派
等
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
こ
れ
を
行
使

し
な
い
と
い
う
「
違
法
ま
た
は
不
当
に
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」
が
あ
り
，
こ
れ
に
つ
い
て
監
査
及
び
措
置
を

請
求
し
て
い
る
も
の
と
し
て
，
次
の
３
に
記
載
す
る
も
の
を
除
き
，
受
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
３
 　
請
求
人
は
，
監
査
委
員
に
「
政
務
活
動
費
の
不
正
支
出
の
原
因
を
解
明
し
，
宮
城
県
議
会
に
お
け
る
政
務
活
動

費
の
不
正
支
出
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
し
て
い
る
が
，
法

第
242条

第
１
項
に
規
定
す
る
住
民
監
査
請
求
は
，
財
務
会
計
行
為
に
係
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
制
度
全
般
に
係
る
措
置
の
請
求
は
，
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
れ
を
却
下
す
る
。

第
５
　
監
査
の
実
施

　
１
　
監
査
の
対
象
事
項

　
　
 　
請
求
人
が
摘
示
し
て
い
る
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
，
平
成
26年
５
月
か
ら
平
成
28年
３
月
ま
で
，
株
式

会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
た
こ
と
に
対
し
，
人
件
費
総
額
7,054,778円

を
支
払

い
，
こ
の
全
額
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
こ
と
に
つ
い
て
，
条
例
，
条
例
施
行
規
程
及
び
手
引
き
で
定

め
る
政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
（
以
下
「
使
途
基
準
」
と
い
う
。）
に
違
反
し
て
お
り
，
知
事

に
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
発
生
し
て
い
る
が
こ
れ
を
行
使
し
な
い
と
い
う
，「
違
法
又
は
不
当
に
財
産
の
管
理

を
怠
る
事
実
」
が
存
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
監
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
２
　
監
査
対
象
箇
所
等

　
　
 　
知
事
の
補
助
執
行
者
と
し
て
平
成
26年
度
以
降
の
政
務
活
動
費
の
会
派
等
へ
の
交
付
の
事
務
を
行
っ
た
議
会
事

務
局
を
監
査
対
象
箇
所
と
し
た
。

　
　
 　
ま
た
，政
務
活
動
費
に
係
る
収
支
報
告
書
及
び
証
拠
書
類
の
写
し
等
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
，自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
会
長
及
び
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
，
法
第
199条

第
８
項
の
規
定
に
よ
る
関
係
人
と

し
て
調
査
を
実
施
し
た
。

　
３
　
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
・
陳
述
，
補
充
書
面
の
提
出

　
　
 　
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
28年
８
月
30日

に
実
施
し
た
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳

述
に
お
い
て
，
証
拠
（
意
見
陳
述
書
等
）
の
追
加
提
出
が
あ
り
，
措
置
請
求
書
を
補
足
す
る
陳
述
が
行
わ
れ
た
。

で
き
る
限
り
提
出
さ
れ
た
原
文
に
即
し
て
記
載
す
る
。

　
　
⑴
　
意
見
陳
述
書

　
　
　
 　
請
求
人
は
，
平
成
28年
８
月
１
日
付
で
法
第
242条

１
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
請
求
し
た
宮
城
県
知
事
措
置

請
求
に
つ
い
て
，
以
下
の
と
お
り
意
見
を
陳
述
す
る
。

　
　
　
 　
す
で
に
宮
城
県
知
事
措
置
請
求
書
に
お
い
て
詳
述
し
た
よ
う
に
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
，
平
成
26年

５
月
か
ら
平
成
28年
３
月
ま
で
の
間
に
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
（
以
下
「
Ａ
氏
」

と
い
う
。）
の
派
遣
を
受
け
て
，
同
社
に
対
し
て
人
件
費
総
額
705万

4,778円
を
支
払
い
，
こ
の
全
額
に
つ
い

て
政
務
活
動
費
か
ら
充
当
し
た
こ
と
に
つ
い
て
，
①
中
山
耕
一
議
員
の
妻
が
唯
一
の
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会

社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
支
払
う
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
は
，
手
引
き
に
お

い
て
人
件
費
の
充
当
指
針
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
」
と
同
様

で
あ
る
こ
と
，
②
そ
も
そ
も
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
Ａ
氏
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
は
労
働

者
派
遣
法
に
違
反
す
る
こ
と
か
ら
，
違
法
か
つ
不
当
に
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
，
こ
れ

に
よ
り
宮
城
県
に
生
じ
た
損
害
を
填
補
す
べ
く
必
要
な
措
置
・
勧
告
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
 　
請
求
人
が
意
見
を
陳
述
す
る
に
あ
た
っ
て
は
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
よ
る
政
務
活
動
費
の
充
当
が
違

法
不
当
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
，
こ
れ
ま
で
中
山
耕
一
議
員
な
い
し
自
由
民
主

党
・
県
民
会
議
が
報
道
陣
に
対
し
て
行
っ
た
弁
明
に
対
し
て
請
求
人
の
主
張
を
補
充
す
る
と
と
も
に
，
監
査
委

員
に
お
い
て
今
後
調
査
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
陳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
イ
　
手
引
き
の
趣
旨
を
実
質
的
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
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イ
 　
中
山
耕
一
議
員
な
い
し
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
，
本
件
に
つ
い
て
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
と

株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
の
間
の
業
務
委
託
契
約
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
，
手
引
き
が
規

定
す
る
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ロ
 　
し
か
し
な
が
ら
，
本
件
は
こ
の
よ
う
に
形
式
的
に
考
え
て
結
論
を
出
し
て
よ
い
事
件
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
に
形
式
的
に
考
え
て
結
論
を
出
す
こ
と
を
許
せ
ば
，
議
員
と
親
族
と
の
間
に
自
由
民
主
党
・
県
民
会

議
と
会
社
が
介
在
す
れ
ば
，「
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
⇒
会
社
⇒
親
族
⇒
議
員
」
と
い
う
流
れ
で
政
務

活
動
費
が
流
れ
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
，
全
く
妥
当

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
住
民
監
査
請
求
書
に
お
い
て
詳
述
し
た
と
お
り
，
本
件
の
仕
組
み
か
ら
し
て
，
中
山
耕
一
議
員
が
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
の
人
件
費
の
支
出
先
，
金
額
の
決
定
に
つ
い
て
幹
事
長
と
し
て
の
影
響
力
を
行
使

し
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
職
員
の
派
遣
元
を
切
り
替
え
た
う
え
，
同
社
に
対
す
る
人

件
費
の
金
額
を
お
手
盛
り
で
決
め
て
，
同
社
の
唯
一
の
取
締
役
に
し
て
自
ら
の
妻
で
あ
る
○
○
○
○
氏
を

通
し
て
税
金
を
不
当
に
利
得
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
会
派
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
が
当
該
会
派
所
属
の
議
員
と
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
」

で
あ
る
場
合
に
そ
の
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
手
引
き
の
趣
旨
に

真
っ
向
か
ら
反
し
て
い
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
，
手
引
き
に
違
反
し
違
法
不
当
な
支
出
が

あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
，
政
務
活
動
費
が
「
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
⇒
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
⇒

中
山
耕
一
議
員
の
妻
⇒
中
山
耕
一
議
員
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
還
流
し
て
い
た
の
か

実
態
の
解
明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
ロ
　
勤
務
実
態
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　
イ
 　
中
山
耕
一
議
員
な
い
し
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
，
本
件
に
つ
い
て
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
と

株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
の
間
の
業
務
委
託
契
約
で
あ
る
こ
と
，
労
務
管
理
及
び
指
示
命

令
に
つ
い
て
も
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
行
っ
て
お
ら
ず
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が

労
務
管
理
と
業
務
の
指
示
命
令
を
適
宜
行
っ
て
い
た
こ
と
を
説
明
し
，
労
働
者
派
違
法
に
は
違
反
し
て
い

な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ロ
 　
ま
ず
，
Ａ
氏
が
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
い
て
業
務
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
，
労
働
者
派
遣
法
の
適
用

を
受
け
る
の
か
ど
う
か
は
誰
の
指
揮
命
令
に
基
づ
い
て
業
務
を
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
実
態
に
よ
っ
て

判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
そ
し
て
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
と
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ

れ
た
と
い
う
業
務
委
託
契
約
書
に
よ
れ
ば
，
業
務
内
容
に
つ
い
て
，
政
務
活
動
費
の
支
出
に
関
す
る
報
告

書
の
精
査
，
会
派
役
員
の
指
示
に
基
づ
く
政
務
活
動
費
の
支
出
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
第
１
条
）。
こ
の

規
定
に
よ
れ
ば
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
会
派
役
員
な
い
し
所
属
議
員
の
指
示
に
基
づ
い
て
，
Ａ
氏

は
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
会
派
役
員
な
い
し
所
属
議

員
が
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
取
締
役
で
あ
る
中
山
耕
一
議
員
の
妻
に
指
示
を
し
て
，
中

山
耕
一
議
員
の
妻
が
Ａ
氏
に
指
示
を
す
る
と
い
う
二
度
手
間
と
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
ま
た
，
政
務
活
動
費
の
支
出
に
関
す
る
報
告
書
の
精
査
，
会
派
役
員
の
指
示
に
基
づ
く
政
務
活
動
費
の

支
出
と
い
う
業
務
は
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
所
属
議
員
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
要

す
る
業
務
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
，
Ａ
氏
は
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
所
属
議
員
と
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
，
議
員
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
業
務
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
，
Ａ
氏
は
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
会
派
役
員
な
い
し
所
属
議
員
の
指
揮
命
令
を
受
け
な
が
ら

業
務
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
さ
ら
に
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
，
も
と
も
と
２
名
の
職
員
を
派
遣
で
受
け
入
れ
て
い
た
し
，
Ａ

氏
が
退
職
し
た
後
も
２
名
の
職
員
を
派
遣
で
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
，
Ａ
氏
の

場
合
業
務
委
託
と
言
い
な
が
ら
も
，
実
体
は
ま
さ
に
派
遣
労
働
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
よ
っ
て
，
Ａ
氏
の
勤
務
実
態
を
解
明
し
て
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
実
質
的
に
，
株
式
会
社
Ｋ
＆

Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
Ａ
氏
の
派
遣
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
調
査
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
ハ
　
監
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
イ
 　
会
派
の
人
件
費
に
政
務
活
動
費
を
充
当
で
き
る
の
か
に
関
し
て
，
い
か
な
る
立
証
を
会
派
に
求
め
る
べ

き
か
に
つ
い
て
は
，
仙
台
市
議
会
の
会
派
の
人
件
費
に
つ
い
て
判
示
し
た
仙
台
高
等
裁
判
所
平
成
28年
６

月
22日
判
決
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
 　
同
判
決
は
，
会
派
の
職
員
が
ど
の
よ
う
な
業
務
に
従
事
し
て
い
た
の
か
の
立
証
に
つ
い
て
，「
議
員
が

行
う
活
動
は
極
め
て
広
範
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
，
ま
た
，
そ
の
多
く
の
活
動
に
関
し
て
こ
れ

を
補
助
す
る
職
員
の
活
動
を
一
般
的
に
伴
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
会
派
又
は
議
員
に

よ
り
雇
用
さ
れ
た
職
員
は
，
一
般
的
，
外
形
的
事
実
か
ら
は
，
調
査
研
究
活
動
に
係
る
業
務
以
外
の
業
務

に
も
従
事
す
る
も
の
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
，
会
派
又
は
議
員
の
人
件
費
に
係
る
政
務

調
査
費
の
支
出
に
つ
い
て
，
上
記
推
認
を
否
定
し
て
，
雇
用
し
た
職
員
が
，
専
ら
又
は
特
定
の
割
合
に
お

い
て
調
査
研
究
活
動
に
係
る
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
認
め
る
た
め
に
は
，
職
員
が
従
事
し
た
業
務
が
調

査
研
究
活
動
に
係
る
業
務
で
あ
る
旨
を
説
明
す
る
の
み
で
は
足
り
ず
，
当
該
業
務
が
実
際
に
調
査
研
究
活

動
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
別
し
得
る
程
度
に
，
業
務
の
具
体
的
な
内
容
及
び
こ
れ
に
従
事
し

た
日
程
を
併
せ
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
，
ま
た
そ
の
真
実
性
を
疑
う
に
足
り
る
疑
義
が
提
起
さ
れ

た
場
合
に
は
，
こ
れ
を
否
定
す
る
た
め
の
相
応
の
立
証
も
要
す
る
…
…
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
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い
る
（
甲
４
）。

　
　
　
　
ロ
 　
本
件
で
も
Ａ
氏
の
業
務
内
容
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
，

上
記
判
決
の
理
屈
が
妥
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
Ａ
氏
の
業
務
内
容
を
監
査
す
る
に

あ
た
っ
て
は
，
単
に
中
山
耕
一
議
員
や
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
事
情
を
聴
き
取
る
だ
け
で
な
く
，
Ａ

氏
の
業
務
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
た
勤
務
表
，
活
動
報
告
書
等
を
徴
求
す
る
べ
き
で
あ
る
（
詳
細
は
別

紙
調
査
事
項
一
覧
表
記
載
の
と
お
り
。）。

　
　
　
　
ハ
 　
ま
た
，
本
件
の
仕
組
み
か
ら
し
て
，
中
山
耕
一
議
員
が
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
人
件
費
の
支
出
先
，

金
額
の
決
定
に
つ
い
て
幹
事
長
と
し
て
の
影
響
力
を
行
使
し
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

職
員
の
派
遣
元
を
切
り
替
え
た
う
え
，
同
社
に
対
す
る
人
件
費
の
金
額
を
お
手
盛
り
で
決
め
て
，
同
社
の

唯
一
の
取
締
役
に
し
て
自
ら
の
妻
で
あ
る
○
○
○
○
氏
を
通
し
て
税
金
を
不
当
に
利
得
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
，
中
山
耕
一
議
員
や
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
説

明
の
真
実
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
上
記
判
決
が
求
め
る
会
派
の
立
証
の
水
準
が
妥
当
す
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
単
に
中
山
耕
一
議
員
や
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
か
ら
事
情
を
聴
き
取
る
だ
け

で
な
く
，
別
紙
調
査
事
項
一
覧
表
記
載
の
と
お
り
，
客
観
的
証
拠
を
中
心
に
綿
密
に
調
査
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

　
　
　
　
ニ
 　
以
上
の
考
え
に
基
づ
い
て
，
監
査
委
員
に
お
い
て
調
査
す
べ
き
事
項
を
別
紙
調
査
事
項
一
覧
表
に
ま
と

め
た
の
で
，
今
後
実
施
す
る
綿
密
な
調
査
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
中
山
耕
一
議
員
な
い
し

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
調
査
を
拒
ん
だ
り
，
不
合
理
な
説
明
に
終
始
し
た
り
す
る
場
合
に
は
，
相
応

の
立
証
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
，
違
法
・
不
当
に
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
と
認
定

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
添
付
資
料

　
　
　
別
紙
　
調
査
事
項
一
覧
表

　
　
　
甲
４
　
仙
台
高
等
裁
判
所
平
成
28年
６
月
22日
判
決
　
１
通

第
６
　
監
査
の
結
果

　
１
　
事
実
関
係
の
確
認

　
　
 　
監
査
対
象
箇
所
で
あ
る
議
会
事
務
局
職
員
か
ら
の
聴
取
り
及
び
関
係
書
類
調
査
の
結
果
，
次
の
事
項
を
確
認
し

た
。

　
　
 　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
，
平
成
26年
５
月
か
ら
平
成
28年
３
月
ま
で
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
対
し
，
人
件
費
総
額
7,054,778円

（
振
込
手
数
料
21,600円

を
含
む
。）
を
支
払
い
，
こ
の
全
額
に
つ
い

て
政
務
活
動
費
を
充
当
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。（
別
紙
１
参
照
）

　
　
 　
な
お
，
上
記
の
7,054,778円

の
う
ち
，
26,152円

（
平
成
26年
度
分
13,315円

，
平
成
27年
度
分
12,837円

）
に

つ
い
て
，
平
成
28年
９
月
７
日
付
け
で
収
支
報
告
書
が
修
正
さ
れ
，
同
月
９
日
に
返
還
，
同
日
付
け
で
県
が
収
納

し
た
こ
と
を
議
会
事
務
局
関
係
書
類
及
び
宮
城
県
財
務
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
確
認
し
た
。（
３
－
⑶
に
記

載
の
と
お
り
。）

　
２
　
関
係
人
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
）
の
主
張
及
び
調
査
結
果

　
　
⑴
　
関
係
人
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
）
の
主
張

　
　
　
 　
平
成
28年
８
月
12日

付
け
で
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
か
ら
監
査
委
員
に
対
し
，「
住
民
監
査
請
求
に

か
か
る
資
料
」（「

住
民
監
査
請
求
に
か
か
る
説
明
（
配
布
資
料
）」（

以
下
「
配
布
資
料
」
と
い
う
。），「

業
務

委
託
契
約
書
」，「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書
（
事
業
主
控
）」
及
び
「
業
務
委
託
契
約
に
係
る
収
入
・

支
出
に
関
す
る
証
明
に
つ
い
て
」
を
含
む
。）
が
提
出
さ
れ
た
。
以
下
，
配
布
資
料
に
つ
い
て
，
で
き
る
限
り

原
文
に
即
し
て
記
載
す
る
。

　
　
　
イ
　
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
契
約
相
手
先
と
し
た
経
過
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
Ａ
氏
の
給
与
ベ
ー
ス
を
上
げ
る
こ
と
，
Ａ
氏
の
「
社
会
保
険
へ
の
加
入
」
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
，
政
務
活
動
費
と
し
て
の
支
払
総
額
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
，
以
上
の
条
件
を
か
な

え
る
た
め
に
，
会
派
と
し
て
は
，
利
益
を
得
な
い
こ
と
に
つ
い
て
了
解
を
頂
い
て
い
た
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
業
務
委
託
契
約
の
相
手
先
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
ロ
 　
手
引
き
の
「
人
件
費
」
の
説
明
に
あ
る
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
を
除
く
。」
の
規
定

に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
手
引
き
に
あ
る
「
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
を
除
く
。」
の
規
定
は
あ
く
ま
で
も
議
員
個

人
が
政
務
活
動
補
助
す
る
職
員
を
雇
用
す
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
，
今
回
の
件
は
県
議
会
の

会
派
で
あ
る
「
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
」
と
民
間
会
社
で
あ
る
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」

の
業
務
委
託
契
約
で
あ
り
，
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
業
務
を
行
っ
て
い
た
Ａ
氏
は
，
当
会
派
所
属
の
議
員
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
で
は
な
い
こ
と
か

ら
，
実
質
的
に
も
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
ハ
　
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
あ
く
ま
で
も
県
議
会
内
の
会
派
「
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
」
と
民
間
会
社
で
あ
る
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
に
よ
る
業
務
委
託
契
約
で
あ
り
，
労
働
者
派
遣
法
に
基
づ
く
行
為
で
は
な
い
の
で
，

指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
労
務
管
理
及
び
指
揮
命
令
に
お
い
て
も
，
会
派
は
行
っ
て
お
ら
ず
，「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
」
が
労
務
管
理
と
業
務
の
指
揮
命
令
を
適
宜
行
っ
て
お
り
，
業
務
委
託
の
実
態
が
あ
る
こ
と
か

ら
も
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
ニ
　
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
に
お
け
る
本
業
務
委
託
に
か
か
る
収
支
に
つ
い
て
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会
派
よ
り
支
払
わ
れ
た
金
額
は
当
該
会
社
の
収
入
に
な
り
ま
す
が
，
そ
の
収
入
全
額
が
人
件
費
等
で
支
出

さ
れ
て
い
て
，当
該
会
社
の
本
件
業
務
委
託
に
か
か
る
利
益
は
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
　
⑵
　
関
係
人
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
）
に
対
す
る
調
査
結
果

　
　
　
 　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
に
対
し
，
請
求
人
の
主
張
に
対
す
る
見
解
を
文
書
に
よ
り
調
査
し
た
。
で
き

る
限
り
回
答
書
の
原
文
に
即
し
て
記
載
す
る
。

　
　
　
イ
　
平
成
28年
８
月
12日
付
け
で
提
出
さ
れ
た
「
住
民
監
査
請
求
に
か
か
る
資
料
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
イ
 　
配
布
資
料
の
１
で
，「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
を
契
約
相
手
先
と
し
た
経
過
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
ま
す
が
，
Ａ
氏
の
職
歴
（
会
派
関
係
分
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
　
平
成
25年
11月
～
 　
株
式
会
社
エ
キ
ス
パ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
よ
り
派
遣
さ
れ
，
会
派
政
務
活
動

費
処
理
の
補
助
業
務
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
26年
３
月
末
　
株
式
会
社
エ
キ
ス
パ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
退
職

　
　
　
　
　
　
　
平
成
26年
４
月
　
　
会
派
と
し
て
臨
時
雇
用
（
社
会
保
険
は
未
加
入
）

　
　
　
　
　
　
　
平
成
26年
５
月
～
 　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
員
と
な
り
，
会
派
控
え
室
に
お
い

て
，
委
託
さ
れ
た
業
務
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
28年
３
月
末
　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
退
社

　
　
　
　
ロ
 　
配
布
資
料
の
１
で
「
Ａ
氏
の
給
与
ベ
ー
ス
を
上
げ
る
こ
と
，
Ａ
氏
の
『
社
会
保
険
へ
の
加
入
』
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
，
何
故
そ
う
い
う
話
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
，
そ
の
時
期
と
そ
の
い
き
さ
つ
を
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
 　
平
成
26年
３
月
頃
に
Ａ
氏
よ
り
会
派
役
員
に
対
し
て
，
現
在
の
手
取
り
給
与
ベ
ー
ス
で
は
職
を
辞
め

た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
，
ま
た
同
時
に
，
新
た
な
職
に
お
い
て
も
社
会
保
険
の
加
入
が
必
須
要
件
で

あ
る
こ
と
の
話
し
も
受
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
過
を
受
け
て
，
当
時
の
役
員
会
に
お
い
て
，
も
う
一

人
の
事
務
員
Ｂ
氏
も
既
に
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
，
政
務
活
動
費
の
年
間
報
告
を
作
成

す
る
時
期
に
政
務
活
動
費
の
事
務
処
理
経
験
者
二
人
が
同
時
に
辞
め
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。
既
に
新
た
な
職
場
も
決
ま
っ
て
い
た
事
務
員
Ｂ
氏
に
留
ま
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
と
，
Ａ
氏
の
事
務
処
理
能
力
の
高
さ
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ

た
た
め
に
，
Ａ
氏
に
引
き
続
き
業
務
を
担
っ
て
頂
け
る
よ
う
，
給
与
及
び
社
会
保
険
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
ハ
 　
上
記
ロ
に
つ
い
て
，
そ
の
時
期
に
Ａ
氏
を
派
遣
し
て
い
た
会
社
と
相
談
等
を
さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
，

相
談
等
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
，
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
 　
派
遣
会
社
と
Ａ
氏
の
給
与
増
額
に
つ
い
て
交
渉
し
た
と
し
て
も
必
ず
要
望
が
叶
う
保
証
も
な
く
，
そ

う
し
た
中
で
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
交
渉
し
て
い
る
時
間
的
な
暇
が
な
か
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
，
仮
に
Ａ
氏
の
給
与
を
上
げ
る
こ
と
を
派
遣
会
社
が
認
め
た
場
合
に
お
い
て
も
，
派

遣
会
社
か
ら
の
会
派
へ
の
請
求
金
額
が
相
当
に
増
額
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
た
め
，
派
遣
会
社
と

は
Ａ
氏
の
件
に
つ
い
て
は
相
談
し
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
ニ
　
何
故
，
Ａ
氏
を
直
接
雇
用
せ
ず
，
業
務
委
託
契
約
と
し
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
 　
会
派
と
し
て
直
接
雇
用
し
た
場
合
，
給
与
ベ
ー
ス
を
上
げ
る
と
い
う
条
件
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
て

も
，
も
う
一
つ
の
条
件
で
あ
っ
た
社
会
保
険
に
つ
い
て
は
，
会
派
と
し
て
社
会
保
険
に
関
す
る
事
務
を

行
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
，
ま
た
，
そ
の
よ
う
な
事
務
を
行
い
得
る
会
派
議
員
の
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
，
対
応
で
き
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
，
二
つ
の
条
件
を
叶
え
て
，
Ａ
氏
に
政
務
活
動
費

に
か
か
る
業
務
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の
緊
急
的
な
対
応
と
し
て
「
業
務
委
託
契
約
」
を
採
用
し
た

も
の
で
す
。

　
　
　
　
ホ
 　
配
布
資
料
の
２
で
「
業
務
を
行
っ
て
い
た
Ａ
氏
は
，
当
会
派
所
属
の
議
員
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
で

な
い
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
，
何
を
も
っ
て
確
認
し
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
 　
会
派
会
長
と
し
て
，
Ａ
氏
に
直
接
口
頭
に
よ
り
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
，
会
派
議
員
に
対
し
て
も
会

派
総
会
に
お
い
て
，
口
頭
に
よ
り
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
へ
 　
業
務
委
託
契
約
に
係
る
収
入
・
支
出
に
関
し
て
，
税
理
士
　
佐
々
木
庸
雄
氏
が
証
明
を
し
て
い
ま
す

が
，
そ
の
経
緯
と
同
氏
に
依
頼
し
た
内
容
及
び
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
 　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
業
務
委
託
契
約
に
関
す
る
収
入
・
支
出
の
状
況
に
つ
い
て

専
門
家
の
観
点
か
ら
整
理
し
て
も
ら
う
た
め
に
，
税
理
士
佐
々
木
庸
雄
氏
に
依
頼
し
た
も
の
と
承
知
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ト
 　
業
務
委
託
契
約
に
係
る
収
入
・
支
出
に
関
す
る
証
明
に
つ
い
て
（
以
下
「
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
「
社

保
等
」
の
内
訳
及
び
算
出
根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
 　
「
社
保
等
」
の
金
額
に
つ
い
て
は
，
毎
月
の
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
負
担
分
の
健
康

保
険
料
，
厚
生
年
金
保
険
料
，
児
童
手
当
を
合
算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
，
平
成
26年
５
月
21日
の
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42,900円

及
び
平
成
27年
６
月
22日
の
74,807円

の
内
47,373円

は
労
働
保
険
料
で
す
。

　
　
　
　
チ
　
証
明
書
の
「
会
計
事
務
等
委
託
料
」
の
契
約
内
容
及
び
算
出
根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
 　
Ａ
氏
の
雇
用
に
か
か
る
「
会
計
事
務
等
委
託
料
」
で
あ
り
，
委
託
先
か
ら
会
計
事
務
，
年
調
事
務
，

社
会
保
険
事
務
等
委
託
料
と
し
て
請
求
を
受
け
た
金
額
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
な
お
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
委
託
先
と
は
口
頭
に
よ
る
契
約
で
す
。

　
　
　
　
リ
 　
証
明
書
の
平
成
28年
分
の
５
月
15日
，
６
月
15日
の
支
出
及
び
差
額
累
計
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
 　
平
成
28年

５
月
15日

の
54,000円

は
離
職
票
，
資
格
喪
失
届
等
に
か
か
る
委
託
料
で
，
平
成
28年

６

月
15日

の
86,400円

は
社
会
保
険
全
喪
届
，
労
働
保
険
廃
止
届
他
に
か
か
る
委
託
料
で
す
。
ま
た
，
差

額
の
累
計
に
つ
い
て
は
，
会
計
事
務
等
委
託
料
が
平
成
27年
３
月
ま
で
の
精
算
方
式
（
年
１
回
払
い
）

か
ら
，
平
成
27年
４
月
か
ら
の
毎
月
の
請
求
へ
と
変
更
さ
れ
た
た
め
に
一
時
的
に
生
じ
た
差
額
の
累
計

で
す
。

　
　
　
　
ヌ
 　
業
務
委
託
契
約
書
第
１
条
②
に
「
会
派
会
長
が
指
定
す
る
会
派
役
員
の
指
示
に
基
づ
く
政
務
活
動
費
の

支
出
」
と
あ
り
ま
す
が
，
配
布
資
料
の
３
で
「
労
務
管
理
及
び
指
揮
命
令
に
お
い
て
も
，
会
派
は
行
っ
て

お
ら
ず
，（
以
下
略
）」
と
の
説
明
と
矛
盾
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
，
履
行
確
認
に
つ
い
て
，
業
務
委
託

契
約
書
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
，
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
 　
矛
盾
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
会
派
会
長
が
指
定
す
る
会
派
役
員
の
指
示
に
基
づ
く
政
務
活
動

費
の
支
出
」
の
意
図
は
，「
指
示
に
基
づ
く
『
政
務
活
動
費
』」，
す
な
わ
ち
あ
く
ま
で
も
「
政
務
活
動
費
」

の
支
出
の
前
提
と
し
て
会
は
役
員
の
指
示
（
承
認
）
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
，
と
い
う
意
味
の
記
載
で

あ
り
，
Ａ
氏
に
対
す
る
業
務
上
の
指
示
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
，
政
務
活
動
費
の
支
払

い
に
関
す
る
履
行
確
認
に
つ
い
て
は
，
交
付
を
受
け
た
各
議
員
が
交
付
を
受
け
た
時
点
で
そ
の
都
度
確

認
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ル
　
業
務
委
託
契
約
書
に
お
け
る
，
消
費
税
の
取
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
　
業
務
委
託
契
約
書
記
載
の
金
額
の
ほ
か
に
，
別
途
消
費
税
相
当
額
の
支
払
い
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
ヲ
 　
Ａ
氏
の
具
体
的
な
業
務
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
ま
た
，
委
託
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
，

具
体
的
に
記
述
し
た
仕
様
書
や
覚
書
等
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
 　
Ａ
氏
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
，
業
務
委
託
契
約
書
の
第
１
条
（
委
託
業
務
）
に
記
載
の
と
お
り
で

あ
り
，
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
①
　
毎
月
の
政
務
活
動
費
の
報
告
書
の
精
査

　
　
　
　
　
　
　
 　
毎
月
，
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
る
政
務
活
動
費
の
報
告
書
一
式
に
つ
い
て
，
計
算
上
の
ミ
ス
が
な

い
か
の
確
認
，
記
載
上
の
ミ
ス
が
な
い
か
の
確
認
，
領
収
証
等
の
添
付
書
類
の
確
認
，
活
動
報
告
と

計
上
額
と
の
齟
齬
が
な
い
か
の
確
認
等
を
行
い
，
場
合
に
よ
っ
て
は
議
員
本
人
に
確
認
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　
　
②
　
精
査
完
了
後
に
お
け
る
政
務
活
動
費
の
支
出

　
　
　
　
　
　
　
 　
精
査
完
了
し
た
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
，
会
派
幹
事
長
及
び
会
派
事
務
局
長
の
承
認
を
受
け
た
後

に
，
各
議
員
に
対
し
て
支
払
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
③
　
１
年
分
の
政
務
活
動
費
に
係
る
報
告
書
の
集
計
・
作
成
補
助

　
　
　
　
　
　
　
 　
各
議
員
の
政
務
活
動
費
の
年
間
分
の
集
計
と
と
も
に
，
会
派
支
出
の
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
も
集

計
し
，
併
せ
て
会
派
と
し
て
の
年
間
集
計
を
行
い
，
報
告
書
の
作
成
補
助
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
，

Ａ
氏
に
は
業
務
委
託
契
約
書
第
１
条
①
～
④
の
委
託
業
務
に
基
づ
く
上
記
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
，
そ
れ
と
は
別
の
仕
様
書
や
覚
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
ロ
 　
手
引
き
の
「
人
件
費
」
に
お
い
て
，
例
に
掲
げ
る
以
外
に
，
委
託
契
約
に
係
る
支
払
に
充
当
で
き
る
と
解

釈
し
た
考
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
 　
手
引
き
に
お
け
る
「
政
務
活
動
費
の
運
用
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
に
お
い
て
，「
人
件
費
」
は
「
政
務

活
動
に
資
す
る
た
め
の
人
件
費
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
，
政
務
活
動
に
資
す
る

人
件
費
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
費
用
に
最
終
的
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
支
出
も
当
然
に
含
ま
れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
 　
手
引
き
に
お
い
て
は
，「
人
件
費
」
の
支
出
の
主
な
例
と
し
て
，「
給
料
，
手
当
，
社
会
保
険
料
，
賃
金

等
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
，「
主
な
例
」「
等
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
，
こ
れ
ら

は
あ
く
ま
で
も
例
示
で
あ
り
，
実
質
的
に
政
務
活
動
に
資
す
る
た
め
の
人
件
費
と
い
い
う
る
支
出
に
つ
い

て
は
，
当
然
に
支
出
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
実
際
，
条
例
や
手
引
き
に
お
い
て
も
，
人
件
費

と
し
て
支
出
す
る
際
の
契
約
形
態
に
つ
い
て
，
直
接
雇
用
に
限
定
す
る
文
言
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
 　
そ
し
て
，
本
件
に
お
い
て
は
，
業
務
委
託
契
約
書
第
３
条
の
記
載
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
，
委
託
契

約
に
基
づ
く
委
託
料
は
，
全
額
，
委
託
業
務
を
遂
行
す
る
従
業
員
の
給
料
や
社
会
保
険
料
等
と
し
て
支
払
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わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
，
実
際
に
全
額
，
政
務
活
動
補
助
業
務
に
従
事
し
た
職
員
の
人
件
費
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
，
本
件
に
お
い
て
人
件
費
と
し
て
の
支
出
は
当
然
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
ハ
 　
措
置
請
求
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
へ
の
支
払
一
覧
表
」
に
係
る

勤
務
実
態
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
 　
Ａ
氏
の
労
務
管
理
は
業
務
委
託
先
で
あ
る
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
行
わ
れ
て

お
り
，
Ｋ
＆
Ｋ
社
に
お
い
て
勤
務
日
報
に
よ
り
日
々
の
勤
務
実
態
を
確
認
し
た
う
え
で
，
会
派
に
対
す
る

委
託
料
を
計
算
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
な
お
，
勤
務
日
報
は
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
管
理
・
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ニ
　
株
式
会
社
エ
キ
ス
パ
ー
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
の
契
約
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
回
答
）

　
　
　
　
　
　
契
約
書
は
添
付
の
と
お
り
で
す
。

　
３
　
関
係
人
（
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
に
対
す
る
調
査
結
果

　
　
 　
平
成
28年
９
月
７
日
に
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
，
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
し
た

（
応
対
者
：
同
社
代
表
取
締
役
○
○
○
○
氏
）。
そ
の
結
果
，
同
社
に
は
利
益
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。（
別
紙
２
参
照
）

　
　
⑴
 　
平
成
26年
４
月
30日

付
け
で
宮
城
県
議
会
　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
会
長
と
締
結
し
た
業
務
委
託
契
約

（
更
新
さ
れ
た
契
約
も
含
む
。
以
下
「
本
件
契
約
」
と
い
う
。）
に
係
る
委
託
料
受
領
の
事
実
に
つ
い
て

　
　
　
 　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
支
払
っ
た
委
託
料
受
領
の
事
実
に
つ
い
て
，
別
紙
２
の
と
お
り
受
領
し
て
い
る

こ
と
を
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
銀
行
預
金
通
帳
で
確
認
し
た
。

　
　
⑵
　
本
業
務
遂
行
の
為
に
雇
用
し
た
者
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

　
　
　
 　
本
業
務
遂
行
の
為
に
雇
用
し
た
者
Ａ
氏
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
，
平
成
26年
５
月
か
ら
平
成
28年
３
月
ま
で

勤
務
し
て
い
た
こ
と
を
雇
用
契
約
書
及
び
出
勤
簿
で
確
認
し
た
。

　
　
⑶
 　
本
業
務
遂
行
の
為
に
雇
用
し
た
者
へ
の
支
払
及
び
本
業
務
遂
行
の
為
に
発
生
し
た
経
費
の
支
払
の
事
実
に
つ

い
て

　
　
　
イ
 　
給
料
及
び
賞
与
に
つ
い
て
，
別
紙
２
の
と
お
り
社
会
保
険
料
本
人
負
担
分
等
を
控
除
し
た
上
で
Ａ
氏
の
銀

行
預
金
口
座
に
振
り
込
ん
だ
こ
と
及
び
振
込
み
の
際
に
振
込
手
数
料
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
を
賃
金
台
帳
，

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
合
計
票
及
び
振
込
明
細
票
で
確
認
し
た
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
は
，
Ａ
氏
以
外
に
給
与
等
の
支
払
が
な
い
こ
と
を
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
合
計
票
で
確
認
し
た
。

　
　
　
ロ
 　
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
，
別
紙
２
の
と
お
り
銀
行
預
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
株
式
会

社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
銀
行
預
金
通
帳
で
確
認
し
た
。

　
　
　
ハ
 　
労
働
保
険
料
に
つ
い
て
，
別
紙
２
の
と
お
り
納
付
し
て
い
る
こ
と
を
納
付
書
・
領
収
証
書
で
確
認
し
た
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
労
働
保
険
料
に
お
い
て
，
労
働
者
負
担
分
26,152円

を
誤
っ
て
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
請
求

し
て
い
た
た
め
，
返
還
の
手
続
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
ニ
 　
社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
に
つ
い
て
，
別
紙
２
の
と
お
り
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
領
収
証
で
確
認

し
た
。

　
　
⑷
　
本
件
契
約
の
経
緯
及
び
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
 　
本
件
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
契
約
内
容
に
つ
い
て
聴
取
し
た
と
こ
ろ
，
自
由
民
主
党
・
県
民

会
議
の
説
明
と
一
致
し
た
。

第
７
　
判
断

　
　
 　
本
件
請
求
に
お
い
て
，
監
査
の
対
象
と
な
る
機
関
は
，
知
事
及
び
そ
の
補
助
執
行
者
で
あ
る
議
会
事
務
局
で
あ

り
，
調
査
の
対
象
と
な
る
事
項
は
，
法
及
び
条
例
を
踏
ま
え
て
県
議
会
が
定
め
た
手
引
き
に
規
定
す
る
使
途
基
準

に
違
反
し
た
政
務
活
動
費
の
充
当
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
，
県
に
民
法
第
703条

に
定
め
る
不
当
利
得
返
還
請

求
権
が
発
生
し
，
そ
れ
を
行
使
し
な
い
知
事
に
「
違
法
又
は
不
当
に
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」
が
存
す
る
か
否

か
で
あ
る
。

　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
確
認
さ
れ
た
事
実
を
使
途
基
準
に
照
ら
し
て
，
支
出
に
係
る
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
の
判
断

に
客
観
的
な
合
理
性
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
，
法
第
100条

第
14項

に
定
め
る
「
議
員
の
調
査
研

究
及
び
そ
の
他
の
活
動
」
と
し
て
の
必
要
性
・
適
法
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
，
不
当
利
得
で
あ
る
と
解
し
，

知
事
に
「
違
法
又
は
不
当
に
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」
が
存
す
る
も
の
と
し
て
，
返
還
請
求
の
勧
告
を
行
う
。

そ
れ
以
外
の
場
合
は
，
請
求
に
理
由
が
な
い
と
判
断
す
る
。

　
　
　
以
上
の
観
点
に
立
っ
て
判
断
し
た
結
果
を
次
に
記
載
す
る
。

　
１
　
政
務
活
動
費
の
充
当
に
つ
い
て

　
　
⑴
 　
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
人
件
費
に
つ
い
て
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
は
，

『
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
』
と
同
様
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て

　
　
　
 　
請
求
人
は
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
，
手
引
き
の
「
Ⅲ
フ
ロ
ー
・
記
載
例
等
」，「

６
会
派
に
お
け
る
政

務
活
動
費
交
付
事
務
の
流
れ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
会
派
共
通
経
費
」
と
し
て
，
本
件
契
約
の
支
払
い
に
，

条
例
別
表
に
掲
げ
る
人
件
費
を
充
当
し
た
の
は
違
法
若
し
く
は
不
当
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
，
以
下
３

点
に
区
分
し
て
判
断
す
る
。

　
　
　
 　
な
お
，
第
６
－
２
－
⑵
－
イ
－
ホ
の
と
お
り
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
所
属
議
員
と
Ａ
氏
に
は
，
親
族
関

係
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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イ
 　
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
が
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
所
属
議
員
の
妻
が
役
員
で
あ
る
法
人
へ
の
支
払

に
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
請
求
人
は
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
幹
事
長
の
妻
が
唯
一
の
取
締
役
で
あ
る
会
社
に
人
件
費
を
支
出
す

る
こ
と
は
，
支
出
金
額
の
決
定
に
つ
い
て
，
幹
事
長
と
し
て
の
影
響
力
を
行
使
し
，
そ
の
金
額
を
お
手
盛
り

で
決
め
，
妻
を
通
じ
て
幹
事
長
が
税
金
を
不
当
に
利
得
し
て
い
る
疑
い
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
，
当
該
支
出
は
，

生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
雇
用
へ
の
支
出
と
同
様
に
，
手
引
き
に
違
反
す
る
と
主
張
す
る
。

　
　
　
　
 　
手
引
き
で
は
，「
Ⅱ
政
務
活
動
費
交
付
の
実
務
」，「
４
支
出
に
お
け
る
留
意
事
項
」，「
⑴
実
費
支
出
の
原
則
」

に
お
い
て
，「
政
務
活
動
は
，
会
派
又
は
議
員
の
自
発
的
な
意
志
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
，
政
務
活
動
費
は
，
社
会
通
念
上
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
，
政

務
活
動
に
要
し
た
費
用
の
実
費
に
充
当
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。」
と
定
め
，
併
せ
て
，
Ⅱ
－
４
－
「
⑵

充
当
の
範
囲
」
に
お
い
て
は
，「
充
当
す
る
範
囲
は
，
政
務
活
動
に
直
接
必
要
と
す
る
経
費
に
限
ら
れ
，
た

と
え
政
務
活
動
に
使
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
議
員
の
私
的
財
産
の
形
成
等
に
つ
な
が
る
も
の
に
は
充
当

で
き
な
い
。」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
，
人
件
費
に
つ
い
て
は
，
Ⅱ
－
「
３
政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
経
費
の
範
囲
」，「
⑴
経
費
と
内
容
」，「
①
条
例
第
２
条
　
別
表
と
主
な
例
」
の
「
内
容
」
と
し

て
，「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
政
務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
を
雇
用
す
る
経
費
（
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を

雇
用
す
る
場
合
を
除
く
。）」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
こ
の
よ
う
に
，
手
引
き
に
は
，
会
派
所
属
議
員
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
が
取
締
役
を
務
め
る
会
社
へ
の
，

会
派
か
ら
の
人
件
費
の
支
出
を
禁
止
す
る
規
定
は
な
い
が
，
そ
の
支
出
が
議
員
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
の

収
入
と
な
る
場
合
は
，「
議
員
の
私
的
財
産
の
形
成
等
に
つ
な
が
る
も
の
」
と
し
て
，
手
引
き
Ⅱ
－
４
－
⑵

違
反
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
，
本
件
充
当
に
よ
っ
て
，
○
○
○
○
氏
が
収
入
を
得
，
中
山
耕
一
議

員
の
私
的
財
産
の
形
成
等
に
つ
な
が
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
 　
こ
の
点
に
つ
い
て
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
，
Ａ
氏
の
希
望
に
沿
っ
た
雇
用
条
件
と
す
る
た
め
に
，
本

件
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
は
利
益
が
発
生
し
て
い
な
い

旨
の
説
明
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
，
第
６
－
３
の
と
お
り
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
係
る
関

係
人
調
査
を
行
っ
た
結
果
，
本
件
契
約
に
よ
る
同
社
の
収
入
が
，
本
件
契
約
に
伴
う
支
出
を
，
1,520円

下

回
っ
て
お
り
，
中
山
耕
一
議
員
の
私
的
財
産
の
形
成
等
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
　
 　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
本
件
契
約
に
基
づ
く
支
出
へ
の
政
務
活
動
費
充
当
が
手
引
き
に
違
反
す
る
支
出
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
。

　
　
　
ロ
　
社
会
保
険
料
等
の
事
業
主
負
担
額
に
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
請
求
人
は
，
社
会
保
険
料
等
の
事
業
主
負
担
額
は
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
負
担
す
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
，
政
務
活
動
費
を
充
当
す
べ
き
費
用
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

　
　
　
　
 　
手
引
き
で
は
，
Ⅱ
－
３
－
「
⑷
使
途
項
目
ご
と
の
具
体
例
」
に
お
い
て
は
，「
会
派
又
は
議
員
が
行
う
政

務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
を
雇
用
す
る
経
費
（
生
計
を
一
に
す
る
親
族
を
雇
用
す
る
場
合
を
除
く
。）
①
政

務
活
動
を
補
助
す
る
職
員
を
常
時
又
は
臨
時
に
雇
用
（
職
員
の
給
料
，
各
種
手
当
，
社
会
保
険
料
，
臨
時
職

員
賃
金
　
等
）」
に
該
当
す
る
と
し
て
お
り
，
直
接
雇
用
し
た
場
合
は
，
社
会
保
険
料
等
は
政
務
活
動
費
か

ら
支
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
 　
一
般
に
，
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
原
価
に
は
人
件
費
が
含
ま
れ
，
こ
の
人
件
費
に
は
，
従
業
員
の
給
料
や
手
当

に
加
え
て
社
会
保
険
料
等
の
事
業
主
負
担
分
が
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
 　
例
え
ば
，
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い
る
公
共
事
業
の
設
計
業
務
委
託
等
の
積
算
上
の
設
計
業
務
委
託
等

技
術
者
単
価
は
，
次
に
掲
げ
る
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
①
　
基
本
給
相
当
額

　
　
　
　
　
②
　
諸
手
当
（
役
職
，
資
格
，
通
勤
，
住
宅
，
家
族
，
そ
の
他
）

　
　
　
　
　
③
　
賞
与
相
当
額

　
　
　
　
　
④
 　
事
業
主
負
担
額
（
退
職
金
積
立
，
健
康
保
険
，
厚
生
年
金
保
険
，
雇
用
保
険
，
労
災
保
険
，
介
護
保

険
，
児
童
手
当
）

　
　
　
　
 　
国
ま
た
は
自
治
体
が
職
員
を
自
ら
雇
用
し
て
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
，
雇
用
し
た
職
員
に
関
し
て
負
担

す
べ
き
費
用
に
つ
い
て
，
請
負
代
金
の
構
成
要
素
と
し
て
算
入
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
，
請
け
負
う
法
人

が
負
担
す
る
法
定
福
利
費
に
つ
い
て
も
契
約
金
額
の
一
部
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
本
件
契
約
も
，
こ
れ
と
同
様
の
考
え
方
に
よ
っ
て
社
会
保
険
料
等
の
事
業
主
負
担
額
を
経
費
と
し
て
算
入

し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
価
を
決
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
支
払
っ
た
事
業
主
負
担
額
相
当
額
に
政
務
活
動

費
を
充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
明
ら
か
に
手
引
き
に
違
反
す
る
と
は
言
え
な
い
。

　
　
　
ハ
 　
職
員
に
係
る
社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
に
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
請
求
人
は
，
社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
に
つ
い
て
，
そ
も
そ
も
従
業
員
の
社
会
保
険
事
務
は
，
会
社

が
当
然
負
担
す
べ
き
業
務
で
あ
っ
て
，
政
務
活
動
費
を
充
当
す
べ
き
費
用
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

　
　
　
　
 　
社
会
保
険
事
務
等
に
つ
い
て
は
，
事
務
担
当
者
を
直
接
雇
用
し
，
社
内
で
処
理
す
る
場
合
も
あ
り
，
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
処
理
す
る
場
合
も
あ
る
が
，
い
ず
れ
の
場
合
も
そ
の
経
費
は
，
企
業
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

対
価
を
決
め
る
際
の
原
価
に
算
入
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
 　
本
件
契
約
も
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
を
経
費
と
し
て
算
入
し
て
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
対
価
を
決
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
 　
な
お
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
Ａ
氏
以
外
に
も
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
た
と
す
れ
ば
，

社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
の
全
額
を
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
と
の
契
約
額
に
算
入
す
る
こ
と
は
不
適
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切
で
あ
る
が
，
第
６
－
３
の
と
お
り
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
係
る
関
係
人
調
査
を
行
っ
た

結
果
，
同
社
の
従
業
員
は
Ａ
氏
１
人
で
あ
っ
た
の
で
，
全
額
算
入
が
不
適
切
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
 　
し
た
が
っ
て
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
支
払
っ
た
社
会
保
険
等
事
務
手
続
手
数
料
に
政

務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
，
明
ら
か
に
手
引
き
に
違
反
す
る
と
は
言
え
な
い
。

　
　
⑵
 　
「
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
か
ら
職
員
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
は
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
す
る

こ
と
」
に
つ
い
て

　
　
　
 　
請
求
人
は
，
本
件
契
約
は
，
労
働
者
派
遣
契
約
で
あ
り
，
同
社
は
，
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
を
受
け

ず
，
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
の
届
出
も
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
，
当
契
約
は
違
法
で
あ
っ
て
，
こ
れ
に
政
務

活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
　
　
 　
一
方
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
は
，
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
の
業
務
委
託
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。

　
　
　
 　
本
件
契
約
が
，
労
働
者
派
遣
契
約
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
，「
労
働
者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ
れ

る
事
業
と
の
区
別
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
61年
４
月
17日

労
働
省
告
示
第
37号
）」
に
基
づ
き
判
断
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
　
 　
し
か
し
，
本
件
契
約
に
つ
い
て
は
，
現
段
階
で
は
裁
判
所
や
労
働
局
が
労
働
者
派
遣
契
約
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
な
ど
明
確
に
労
働
者
派
遣
契
約
と
判
断
で
き
る
状
況
に
は
な
い
こ
と
，
ま
た
，
契
約
の
両
当
事
者
が
，

業
務
の
指
揮
命
令
は
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
で
は
な
く
株
式
会
社
Ｋ
＆
Ｋ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
行
っ
て
い

た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
監
査
委
員
と
し
て
は
，
労
働
者
派
遣
契
約
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
労
働

者
派
遣
法
に
違
反
す
る
か
否
か
の
判
断
を
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
 　
さ
ら
に
，「
労
働
者
派
遣
法
は
行
政
取
締
法
規
で
あ
り
，
同
法
違
反
の
行
為
に
は
，
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る

勧
告
や
公
表
の
行
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
，
ま
た
派
遣
労
働
者
保
護
の
必
要
性
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
，
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち
に
，
本
件
請
負
契
約
や
上
記
労
働
者
派
遣
契
約
が
労
働
者
派
遣
法
に

よ
り
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。」（
平
成
25年
１
月
25日
　
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判

決
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
，
仮
に
本
件
契
約
が
労
働
者
派
遣
契
約
に
該
当
し
，
労
働
者
派
遣
法
に
違

反
す
る
と
し
て
も
，
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
契
約
が
無
効
に
な
り
，
本
件
支
出
が
法
的
根
拠
を
失
う
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
民
法
第
703条

に
い
う
「
法
律
上
の
原
因
な
く
」

不
当
利
得
が
生
じ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　
　
　
 　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
本
件
契
約
に
基
づ
く
支
払
い
に
，
政
務
活
動
費
（
人
件
費
）
を
充
当
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
，
使
途
基
準
に
反
し
て
明
ら
か
に
違
法
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

　
　
　
　
し
た
が
っ
て
，
請
求
に
は
理
由
が
な
い
の
で
棄
却
す
る
。

　
２
　
利
息
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　
 　
請
求
人
の
主
張
は
，
宮
城
県
知
事
措
置
請
求
書
で
の
「
政
務
活
動
費
の
返
還
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
，
手
引
き

の
規
制
を
潜
脱
し
た
と
い
う
事
案
の
悪
質
さ
に
鑑
み
て
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
対
し
て
政
務
活
動
費
の
充
当

時
か
ら
の
利
息
の
支
払
い
も
求
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
附
帯
請
求
で
あ
る
。

　
　
 　
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
お
り
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
お
い
て
規
制
を
潜
脱
し
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

ず
，
請
求
権
者
で
あ
る
県
が
，
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
に
対
し
て
政
務
活
動
費
の
返
還
を
求
め
る
べ
き
証
拠
は

な
い
こ
と
か
ら
，
不
当
利
得
返
還
の
義
務
に
伴
っ
て
，
遅
延
損
害
金
が
生
じ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
，
請
求
に
は
理
由
が
な
い
の
で
棄
却
す
る
。

付
言
－
議
会
に
対
す
る
要
望

 　
政
務
活
動
自
体
は
議
員
個
人
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
自
由
な
活
動
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
，
一
方
で
そ
れ
ら
に

政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
原
資
が
公
金
で
あ
る
以
上
，
一
定
の
制
約
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
会
派
等
に
お
い
て
政
務
活
動
費
充
当
の
妥
当
性
に
つ
い
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
，
議
会
及
び
会
派
等
に
お
か
れ
て
は
，
以
下
の
取
組
を
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要
望
す
る
。

１
 　
議
会
に
お
い
て
は
，
政
務
活
動
費
の
使
途
に
関
し
て
県
民
に
疑
念
を
抱
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
，
議
員
の
自
由

な
政
務
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
も
考
慮
し
た
上
で
，
議
会
改
革
推
進
会
議
の
議
論
を
通
じ
て
，
政
務
活
動
費
に
係
る

制
度
及
び
運
用
に
係
る
改
革
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
。

２
 　
会
派
等
に
お
い
て
は
，
政
務
活
動
費
の
原
資
が
公
金
で
あ
る
こ
と
及
び
会
派
は
所
属
議
員
に
対
し
て
審
査
や
指
導

を
行
う
立
場
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
，
収
支
報
告
書
の
作
成
も
含
め
，
一
般
県
民
の
視
点
に
立
っ
た
説
明
責
任
を

強
く
意
識
す
る
こ
と
。
ま
た
，
政
務
活
動
費
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
，
仮
に
も
税
金
の
不
当
な
利
得
や
法
令
違
反
を

疑
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
，
条
例
及
び
手
引
き
と
の
整
合
性
は
も
と
よ
り
，
関
係
法
令
の
遵
守
に
つ
い
て
も
十
分

に
配
慮
し
，
民
主
主
義
の
実
現
に
資
す
る
制
度
の
趣
旨
に
則
り
，
適
正
か
つ
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。
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公
安
委
員
会

五
橋
交
番

仙
台
市
若
林
区
の
う
ち

五
橋
三
丁
目
（
１
番
か
ら
４
番
ま

で
及
び
５
番
（
１
号
か
ら
48号
ま

で
を
除
く
。））、

清
水
小
路
、
新

寺
一
丁
目
（
１
番
、
２
番
、
３
番

（
18号
か
ら
45号
ま
で
を
除
く
。）、

４
番
（
18号
か
ら
31号
ま
で
を
除

く
。）、５

番
、６
番
及
び
７
番（
13

号
か
ら
46号

ま
で
を
除
く
。））、

東
七
番
丁

五
橋
交
番

仙
台
市
若
林
区
の
う
ち

五
橋
三
丁
目
（
１
番
か
ら
４
番
ま

で
及
び
５
番
（
１
号
か
ら
48号
ま

で
を
除
く
。））、

清
水
小
路
、
新

寺
一
丁
目
（
１
番
、
２
番
、
３
番

（
18号
か
ら
45号
ま
で
を
除
く
。）、

４
番
（
18号
か
ら
31号
ま
で
を
除

く
。）、５

番
、６
番
及
び
７
番（
17

号
か
ら
41号

ま
で
を
除
く
。））、

東
七
番
丁

（
略
）

（
略
）

　
仙
台
南
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

連
坊
交
番

仙
台
市
若
林
区
の
う
ち

荒
町
、
石
垣
町
、
石
名
坂
、
五
橋

三
丁
目
（
５
番
（
１
号
か
ら
48号

ま
で
）
及
び
６
番
）、
裏
柴
田
町
、

表
柴
田
町
、
五
十
人
町
、
三
百
人

町
、
新
寺
一
丁
目
（
３
番
（
18号

か
ら
45号

ま
で
）、
４
番
（
18号

か
ら
31号

ま
で
）、
７
番
（
13号

か
ら
26号

ま
で
）
及
び
８
番
）、

新
寺
二
丁
目
か
ら
新
寺
五
丁
目
ま

で
、
土
樋
一
丁
目
、
土
樋
、
成
田

町
、
二
軒
茶
屋
、
東
八
番
丁
、
東

九
番
丁
、
南
鍛
冶
町
、
元
茶
畑
、

弓
ノ
町
、
連
坊
一
丁
目
、
連
坊
二

丁
目
、
連
坊
小
路

（
略
）

荒
井
交
番

仙
台
市
若
林
区
の
う
ち

荒
井
三
丁
目
、
荒
井
（
境
東
、
北

遠
十
丁
、
松
岡
及
び
十
呂
盤
を
除

く
。）、
荒
井
南
、
荒
浜
、
荒
浜
新

一
丁
目
、
荒
浜
新
二
丁
目
、
伊
在
、

か
す
み
町
、
霞
目
一
丁
目
、
霞
目

二
丁
目
、
霞
目
、
蒲
町
、
下
飯
田

（
屋
敷
東
２
番
地
）、
長
喜
城
、

　
仙
台
南
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

連
坊
交
番

仙
台
市
若
林
区
の
う
ち

荒
町
、
石
垣
町
、
石
名
坂
、
五
橋

三
丁
目
（
５
番
（
１
号
か
ら
48号

ま
で
）
及
び
６
番
）、
裏
柴
田
町
、

表
柴
田
町
、
五
十
人
町
、
三
百
人

町
、
新
寺
一
丁
目
（
３
番
（
18号

か
ら
45号

ま
で
）、
４
番
（
18号

か
ら
31号

ま
で
）、
７
番
（
17号

か
ら
41号

ま
で
）
及
び
８
番
）、

新
寺
二
丁
目
か
ら
新
寺
五
丁
目
ま

で
、
土
樋
一
丁
目
、
土
樋
、
成
田

町
、
二
軒
茶
屋
、
東
八
番
丁
、
東

九
番
丁
、
南
鍛
冶
町
、
元
茶
畑
、

弓
ノ
町
、
連
坊
一
丁
目
、
連
坊
二

丁
目
、
連
坊
小
路

（
略
）

荒
井
交
番

仙
台
市
若
林
区
の
う
ち

荒
井
三
丁
目
、
荒
井
（
境
東
、
北

遠
十
丁
、
松
岡
及
び
十
呂
盤
を
除

く
。）、
荒
井
南
、
荒
浜
、
荒
浜
新

一
丁
目
、
荒
浜
新
二
丁
目
、
伊
在
、

か
す
み
町
、
霞
目
一
丁
目
、
霞
目

二
丁
目
、
霞
目
、
蒲
町
、
下
飯
田

（
屋
敷
東
２
番
地
）、
長
喜
城
、

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
13号

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
28年
10月
７
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

　
　
　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
警
察
署
の
下
部
機
構
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
29年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

改
正
前

改
正
後

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

交
番
の
名
称
及
び
位
置

警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

大
和
警
察
署
富
谷
交
番

黒
川
郡
富
谷
町
富

谷
字
一
枚
沖
46番

地
１
　

成
田
交
番

黒
川
郡
富
谷
町
成

田
四
丁
目
28番
地

17　

（
略
）

別
表
第
２
・
別
表
第
３
　
（
略
）

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

交
番
の
名
称
及
び
位
置

警
察
署
名

名
　
称

位
　
置

（
略
）

大
和
警
察
署

富
谷
交
番

富
谷
市
富
谷
一
枚

沖
46番
地
１
　
　

　
　

成
田
交
番

富
谷
市
成
田
四
丁

目
28番
地
17　
　

　

（
略
）

別
表
第
２
・
別
表
第
３
　
（
略
）

別
表
第
４
（
第
４
条
関
係
）

　
仙
台
中
央
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

仙
台
市
青
葉
区
の
う
ち

五
橋
一
丁
目
、
五
橋
二
丁
目
、
片

平
二
丁
目
、
北
目
町
、
米
ヶ
袋
一

丁
目
か
ら
米
ヶ
袋
三
丁
目
ま
で
、

中
央
一
丁
目
（
１
番
（
８
号
及
び

10号
））、
土
樋
一
丁
目

別
表
第
４
（
第
４
条
関
係
）

　
仙
台
中
央
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

仙
台
市
青
葉
区
の
う
ち

五
橋
一
丁
目
、
五
橋
二
丁
目
、
片

平
二
丁
目
、
北
目
町
、
米
ヶ
袋
一

丁
目
か
ら
米
ヶ
袋
三
丁
目
ま
で
、

中
央
一
丁
目
（
１
番
（
８
号
及
び

10号
））、
土
樋
一
丁
目
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名
称

受
持
区
域

（
略
）

岩
沼
市
の
う
ち

相
の
原
一
丁
目
か
ら
相
の
原
三
丁

目
ま
で
、
朝
日
一
丁
目
、
朝
日
二

丁
目
、
朝
日
、
阿
武
隈
一
丁
目
、

阿
武
隈
二
丁
目
、
荒
井
（
一
部
）、

稲
荷
町
、
大
手
町
、
梶
橋
、
桑
原

名
称

受
持
区
域

（
略
）

岩
沼
市
の
う
ち

相
の
原
一
丁
目
か
ら
相
の
原
三
丁

目
ま
で
、
朝
日
一
丁
目
、
朝
日
二

丁
目
、
朝
日
、
阿
武
隈
一
丁
目
、

阿
武
隈
二
丁
目
、
荒
井
（
一
部
）、

稲
荷
町
、
大
手
町
、
梶
橋
、
桑
原

一
丁
目
か
ら
桑
原
四
丁
目
ま
で
、

桑
原
西
一
丁
目
、
栄
町
一
丁
目
か

ら
栄
町
三
丁
目
ま
で
、
桜
一
丁
目

署
所
在
地
交

番

か
ら
桜
五
丁
目
ま
で
、
末
広
一
丁

目
、
末
広
二
丁
目
、
大
昭
和
、
た

け
く
ま
一
丁
目
か
ら
た
け
く
ま
三

丁
目
ま
で
、
武
隈
、
館
下
一
丁
目

か
ら
館
下
三
丁
目
ま
で
、
舘
下
、

中
央
一
丁
目
か
ら
中
央
四
丁
目
ま

で
、
土
ヶ
崎
一
丁
目
か
ら
土
ヶ
崎

四
丁
目
ま
で
、
中
谷
地
、
東
谷
地
、

引
込
、
吹
上
一
丁
目
か
ら
吹
上
三

丁
目
ま
で
、
吹
上
西
、
吹
上
南
、

藤
波
一
丁
目
、
藤
波
二
丁
目
、
二

木
一
丁
目
、
二
木
二
丁
目
、
本
新

田
、
本
町
、
松
崎
、
山
桜

（
略
）

一
丁
目
か
ら
桑
原
四
丁
目
ま
で
、

桑
原
西
一
丁
目
、
栄
町
一
丁
目
か

ら
栄
町
三
丁
目
ま
で
、
桜
一
丁
目

署
所
在
地
交

番

か
ら
桜
五
丁
目
ま
で
、
末
広
一
丁

目
、
末
広
二
丁
目
、
大
昭
和
、
た

け
く
ま
一
丁
目
か
ら
た
け
く
ま
三

丁
目
ま
で
、
武
隈
、
館
下
一
丁
目

か
ら
館
下
三
丁
目
ま
で
、
舘
下
、

中
央
一
丁
目
か
ら
中
央
四
丁
目
ま

で
、
土
ヶ
崎
一
丁
目
か
ら
土
ヶ
崎

四
丁
目
ま
で
、
中
谷
地
、
東
谷
地
、

引
込
、
吹
上
一
丁
目
か
ら
吹
上
三

丁
目
ま
で
、
吹
上
西
、
吹
上
南
、

藤
浪
一
丁
目
、
藤
浪
二
丁
目
、
二

木
一
丁
目
、
二
木
二
丁
目
、
本
新

田
、
本
町
、
松
崎
、
山
桜

（
略
）

　
大
和
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

富
谷
市
の
う
ち

あ
け
の
平
一
丁
目
か
ら
あ
け
の
平

三
丁
目
ま
で
、
一
ノ
関
、
今
泉
、

大
童
、
穀
田
（
瀬
ノ
木
、
瀬
戸
ノ

沢
、
花
ノ
沢
、
高
屋
敷
、
松
場
、

土
屋
沢
及
び
釜
ノ
沢
を
除
く
。）、

三
ノ
関
、
志
戸
田
、
太
子
堂
一
丁

目
、
太
子
堂
二
丁
目
、
と
ち
の
木

一
丁
目
、
と
ち
の
木
二
丁
目
、
富

　
大
和
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

富
谷
市
の
う
ち

あ
け
の
平
一
丁
目
か
ら
あ
け
の
平

三
丁
目
ま
で
、
一
ノ
関
、
今
泉
、

大
童
、
穀
田
（
瀬
ノ
木
、
瀬
戸
ノ

沢
、
花
ノ
沢
、
高
屋
敷
、
松
場
、

土
屋
沢
及
び
釜
ノ
沢
を
除
く
。）、

三
ノ
関
、
志
戸
田
、
太
子
堂
一
丁

目
、
太
子
堂
二
丁
目
、
と
ち
の
木

一
丁
目
、
と
ち
の
木
二
丁
目
、
富

遠
見
塚
東
、
南
小
泉
（
梅
木
）、

六
丁
目
（
小
荒
井
東
、
小
荒
井
裏
、

左
近
堀
、
柳
堀
、
柳
堀
東
、
柳
堀

南
、
地
蔵
前
及
び
南
）、
六
丁
の

目
元
町（
略
）

湯
元
駐
在
所

仙
台
市
太
白
区
の
う
ち

秋
保
町
境
野
、
秋
保
町
長
袋
、
秋

保
町
馬
場
、
秋
保
町
湯
向
、
秋
保

町
湯
元

遠
見
塚
東
、
南
小
泉
（
梅
木
）、

六
丁
目
（
小
荒
井
東
、
小
荒
井
裏
、

左
近
堀
、
柳
堀
、
柳
堀
東
、
柳
堀

南
、
地
蔵
前
及
び
南
）、
六
丁
の

目
元
町（
略
）

湯
元
駐
在
所

仙
台
市
太
白
区
の
う
ち

秋
保
町
境
野
、
秋
保
町
長
袋
、
秋

保
町
馬
場
、
秋
保
町
湯
向
、
秋
保

町
湯
元

　
仙
台
北
警
察
署
・
仙
台
東
警
察
署
　
（
略
）

　
泉
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

南
光
台
交
番

仙
台
市
泉
区
の
う
ち

旭
丘
堤
一
丁
目
、
旭
丘
堤
二
丁

目
、
上
谷
刈
（
向
原
）、
黒
松
一

丁
目
か
ら
黒
松
三
丁
目
ま
で
、
七

北
田
（
念
仏
、
杉
ノ
田
、
高
柳
、

田
中
及
び
八
乙
女
）、
南
光
台
一

丁
目
か
ら
南
光
台
七
丁
目
ま
で
、

南
光
台
東
一
丁
目
か
ら
南
光
台
東

三
丁
目
ま
で
、
南
光
台
南
一
丁
目

か
ら
南
光
台
南
三
丁
目
ま
で
、
東

黒
松
、
松
森
（
後
沢
、
後
田
、
浦

田
、
上
河
原
、
河
原
、
斉
兵
衛
、

坂
下
、
刺
松
、
沢
目
、
下
河
原
、

陣
ヶ
原
、
新
庄
、
新
田
、
住
吉
、

関
場
、
太
子
堂
、
堤
下
、
中
河
原
、

長
岫
、
中
道
、
前
ヶ
沢
、
前
坂
、

前
田
、
明
神
、
八
沢
及
び
不
動
）、

八
乙
女
一
丁
目
か
ら
八
乙
女
五
丁

目
ま
で
、
八
乙
女
中
央
一
丁
目
か

ら
八
乙
女
中
央
四
丁
目
ま
で

（
略
）

　
仙
台
北
警
察
署
・
仙
台
東
警
察
署
　
（
略
）

　
泉
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

南
光
台
交
番

仙
台
市
泉
区
の
う
ち

旭
丘
堤
一
丁
目
、
旭
丘
堤
二
丁

目
、
上
谷
刈
（
向
原
）、
黒
松
一

丁
目
か
ら
黒
松
三
丁
目
ま
で
、
七

北
田
（
念
仏
、
杉
ノ
田
、
高
柳
、

田
中
及
び
八
乙
女
）、
南
光
台
一

丁
目
か
ら
南
光
台
七
丁
目
ま
で
、

南
光
台
東
一
丁
目
か
ら
南
光
台
東

三
丁
目
ま
で
、
南
光
台
南
一
丁
目

か
ら
南
光
台
南
三
丁
目
ま
で
、
東

黒
松
、
松
森
（
後
沢
、
後
田
、
浦

田
、
上
河
原
、
河
原
、
斉
兵
衛
、

坂
下
、
刺
松
、
沢
目
、
下
河
原
、

陣
ヶ
原
、
新
庄
、
新
田
、
住
吉
、

関
場
、
太
子
堂
、
堤
下
、
中
河
原
、

長
岫
、
中
道
、
前
ヶ
沢
、
前
坂
、

前
田
、
明
神
、
八
沢
及
び
不
動
）、

八
乙
女
一
丁
目
か
ら
八
乙
女
四
丁

目
ま
で
、
八
乙
女
中
央
一
丁
目
か

ら
八
乙
女
中
央
五
丁
目
ま
で

（
略
）

　
塩
釜
警
察
署
　
（
略
）

　
岩
沼
警
察
署

　
塩
釜
警
察
署
　
（
略
）

　
岩
沼
警
察
署
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富
谷
交
番

谷
（
大
清
水
上
を
除
く
。）、
西
成

田
（
千
刈
沖
、
新
千
刈
沖
、
下
八

百
刈
、
荒
井
向
、
荒
井
向
東
、
白

鳥
及
び
荒
井
向
西
二
番
）、
二
ノ

関
、
日
吉
台
一
丁
目
か
ら
日
吉
台

三
丁
目
ま
で
、
ひ
よ
り
台
一
丁

目
、
ひ
よ
り
台
二
丁
目
、
杜
乃
橋

一
丁
目
、
杜
乃
橋
二
丁
目

黒
川
郡
大
和
町
の
う
ち

小
野
（
新
道
、
新
坊
及
び
前
沢
）、

も
み
じ
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
も
み

じ
ヶ
丘
三
丁
目
ま
で
、
杜
の
丘
一

丁
目
か
ら
杜
の
丘
三
丁
目
ま
で

黒
川
郡
富
谷
町
の
う
ち

あ
け
の
平
一
丁
目
か
ら
あ
け
の
平

三
丁
目
ま
で
、
一
ノ
関
、
今
泉
、

大
童
、
穀
田
（
瀬
ノ
木
、
瀬
戸
ノ

沢
、
花
ノ
沢
、
高
屋
敷
、
松
場
、

土
屋
沢
及
び
釜
ノ
沢
を
除
く
。）、

三
ノ
関
、
志
戸
田
、
太
子
堂
一
丁

目
、
太
子
堂
二
丁
目
、
と
ち
の
木

一
丁
目
、
と
ち
の
木
二
丁
目
、
富

谷
（
大
清
水
上
を
除
く
。）、
西
成

田
（
千
刈
沖
、
新
千
刈
沖
、
下
八

百
刈
、
荒
井
向
、
荒
井
向
東
、
白

鳥
及
び
荒
井
向
西
二
番
）、
二
ノ

関
、
日
吉
台
一
丁
目
か
ら
日
吉
台

三
丁
目
ま
で
、
ひ
よ
り
台
一
丁

目
、
ひ
よ
り
台
二
丁
目
、
杜
乃
橋

一
丁
目
、
杜
乃
橋
二
丁
目

富
谷
交
番

谷
（
大
清
水
上
を
除
く
。）、
西
成

田
（
千
刈
沖
、
新
千
刈
沖
、
下
八

百
刈
、
荒
井
向
、
荒
井
向
東
、
白

鳥
及
び
荒
井
向
西
二
番
）、
二
ノ

関
、
日
吉
台
一
丁
目
か
ら
日
吉
台

三
丁
目
ま
で
、
ひ
よ
り
台
一
丁

目
、
ひ
よ
り
台
二
丁
目
、
杜
乃
橋

一
丁
目
、
杜
乃
橋
二
丁
目

黒
川
郡
大
和
町
の
う
ち

小
野
（
新
道
、
新
坊
及
び
前
沢
）、

も
み
じ
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
も
み

じ
ヶ
丘
三
丁
目
ま
で
、
杜
の
丘
一

丁
目
か
ら
杜
の
丘
三
丁
目
ま
で

黒
川
郡
富
谷
町
の
う
ち

あ
け
の
平
一
丁
目
か
ら
あ
け
の
平

三
丁
目
ま
で
、
一
ノ
関
、
今
泉
、

大
童
、
穀
田
（
瀬
ノ
木
、
瀬
戸
ノ

沢
、
花
ノ
沢
、
高
屋
敷
、
松
場
、

土
屋
沢
及
び
釜
ノ
沢
を
除
く
。）、

三
ノ
関
、
志
戸
田
、
太
子
堂
一
丁

目
、
太
子
堂
二
丁
目
、
と
ち
の
木

一
丁
目
、
と
ち
の
木
二
丁
目
、
富

谷
（
大
清
水
上
を
除
く
。）、
西
成

田
（
千
刈
沖
、
新
千
刈
沖
、
下
八

百
刈
、
荒
井
向
、
荒
井
向
東
、
白

鳥
及
び
荒
井
向
西
二
番
）、
二
ノ

関
、
日
吉
台
一
丁
目
か
ら
日
吉
台

三
丁
目
ま
で
、
ひ
よ
り
台
一
丁

目
、
ひ
よ
り
台
二
丁
目
、
杜
乃
橋

一
丁
目
、
杜
乃
橋
二
丁
目

成
田
交
番

黒
川
郡
富
谷
町
の
う
ち

明
石
、
明
石
台
一
丁
目
か
ら
明
石

台
九
丁
目
ま
で
、
石
積
、
大
亀
、

大
清
水
一
丁
目
、
大
清
水
二
丁

目
、
上
桜
木
一
丁
目
、
上
桜
木
二

丁
目
、
穀
田
（
瀬
ノ
木
、
瀬
戸
ノ

沢
、
花
ノ
沢
、
高
屋
敷
、
松
場
、

土
屋
沢
及
び
釜
ノ
沢
）、
鷹
乃
杜

一
丁
目
か
ら
鷹
乃
杜
四
丁
目
ま

で
、
富
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
富
ヶ
丘

成
田
交
番

富
谷
市
　
　
　
の
う
ち

明
石
、
明
石
台
一
丁
目
か
ら
明
石

台
九
丁
目
ま
で
、
石
積
、
大
亀
、

大
清
水
一
丁
目
、
大
清
水
二
丁

目
、
上
桜
木
一
丁
目
、
上
桜
木
二

丁
目
、
穀
田
（
瀬
ノ
木
、
瀬
戸
ノ

沢
、
花
ノ
沢
、
高
屋
敷
、
松
場
、

土
屋
沢
及
び
釜
ノ
沢
）、
鷹
乃
杜

一
丁
目
か
ら
鷹
乃
杜
四
丁
目
ま

で
、
富
ヶ
丘
一
丁
目
か
ら
富
ヶ
丘

四
丁
目
ま
で
、
富
谷
（
大
清
水

上
）、
成
田
一
丁
目
か
ら
成
田
九

丁
目
ま
で
、
西
成
田
（
千
刈
沖
、

新
千
刈
沖
、
下
八
百
刈
、
荒
井
向
、

荒
井
向
東
、
白
鳥
及
び
荒
井
向
西

二
番
を
除
く
。）、
東
向
陽
台
一
丁

目
か
ら
東
向
陽
台
三
丁
目
ま
で

（
略
）

四
丁
目
ま
で
、
富
谷
（
大
清
水

上
）、
成
田
一
丁
目
か
ら
成
田
九

丁
目
ま
で
、
西
成
田
（
千
刈
沖
、

新
千
刈
沖
、
下
八
百
刈
、
荒
井
向
、

荒
井
向
東
、
白
鳥
及
び
荒
井
向
西

二
番
を
除
く
。）、
東
向
陽
台
一
丁

目
か
ら
東
向
陽
台
三
丁
目
ま
で

（
略
）

　
石
巻
警
察
署
～
角
田
警
察
署
　
（
略
）

　
亘
理
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

山
下
駐
在
所

亘
理
郡
山
元
町
の
う
ち

浅
生
原
（
砂
押
を
除
く
。）、
大
平
、

小
平
、
高
瀬
（
東
石
山
原
、
西
石

山
原
、
南
山
神
、
北
山
神
、
北
の

原
、
宿
原
、
宮
後
、
柳
町
、
竹
の

内
原
、
加
茂
川
、
大
久
保
、
室
原
、

中
島
、
南
下
高
瀬
、
北
下
高
瀬
、

西
山
下
、
舘
下
、
紅
葉
、
南
耕
土
、

西
中
耕
土
、
中
北
耕
土
、
北
、
梅

田
、
蟹
田
、
桜
田
、
合
戦
原
及
び

上
土
取
場
）、
つ
ば
め
の
杜
一
丁

目
か
ら
つ
ば
め
の
杜
五
丁
目
ま

で
、
八
手
庭
、
山
寺
（
山
下
、
石

田
、
古
屋
敷
、
物
見
前
、
樋
前
、

涌
沢
、
堤
山
、
日
向
、
谷
原
、
石

垣
、
的
場
、
南
原
、
八
山
、
石
堂
、

赤
坂
、
沼
田
、
堂
目
木
、
作
田
山
、

山
下
町
東
、
上
籠
田
、
南
籠
田
、

北
籠
田
、
大
道
及
び
新
山
）、
鷲

足

（
略
）

　
石
巻
警
察
署
～
角
田
警
察
署
　
（
略
）

　
亘
理
警
察
署

名
称

受
持
区
域

（
略
）

山
下
駐
在
所

亘
理
郡
山
元
町
の
う
ち

浅
生
原
（
砂
押
を
除
く
。）、
大
平
、

小
平
、
高
瀬
（
東
石
山
原
、
西
石

山
原
、
南
山
神
、
北
山
神
、
北
の

原
、
宿
原
、
宮
後
、
柳
町
、
竹
の

内
原
、
加
茂
川
、
大
久
保
、
室
原
、

中
島
、
南
下
高
瀬
、
北
下
高
瀬
、

西
山
下
、
舘
下
、
紅
葉
、
南
耕
土
、

西
中
耕
土
、
中
北
耕
土
、
北
、
梅

田
、
蟹
田
、
桜
田
、
合
戦
原
及
び

上
土
取
場
）、
つ
ば
め
の
杜
一
丁

目
か
ら
つ
ば
め
の
杜
五
丁
目
ま

で
、
八
手
庭
、
山
寺
（
山
下
、
石

田
、
古
屋
敷
、
物
見
前
、
樋
前
、

涌
沢
、
堤
山
、
日
向
、
谷
原
、
石

垣
、
的
場
、
南
原
、
八
山
、
石
堂
、

赤
坂
、
沼
田
、
堂
目
木
、
作
田
山
、

山
下
町
東
、
上
籠
田
、
南
籠
田
、

北
籠
田
、
大
道
及
び
新
山
）、
鷲

足

（
略
）

　
備
考
　
改
正
箇
所
は
、
下
線
が
引
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
中
別
表
第
４
の
改
正
規
定
（
大
和
警
察
署
の
表
の
改
正
規
定
を
除
く
。）
は
公
布
の
日
か
ら
、
別
表
第
１
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イ
　
配
布
場
所

　
　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
）

３
　
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
　
022－

373－
3601（

内
線
221、

222）

の
改
正
規
定
及
び
別
表
第
４
の
改
正
規
定
（
大
和
警
察
署
の
表
の
改
正
規
定
に
限
る
。）
は
平
成
28年
10月
10日

か
ら

施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
134号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
99条

の
２
第
４
項
第
１
号
イ
及
び
第
99条

の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の

規
定
に
よ
り
、
技
能
検
定
員
資
格
審
査
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
28年
10月
７
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

１
　
資
格
審
査
の
種
類
、
期
日
及
び
場
所

  資
　
格
　
審
　
査
　
の
　
種
　
類

資
格
審
査
の
期
日

資
格
審
査
の
場
所

　
新
た
に
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習
指
導
員

の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

平
成
28年
11月
９
日
か
ら

平
成
28年
12月
22日
ま
で

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字

高
倉
65番
地

宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー

　
現
に
技
能
検
定
員
、
教
習
指
導
員
で
あ
る
者
が

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の
資

格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
追
加
し
て
取
得
し

よ
う
と
す
る
者

　
新
た
に
大
型
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の

資
格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
で
平
成
27年
、
28年
度
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修
了
し
た
こ
と
等
に
よ

り
資
格
審
査
の
一
部
科
目
が
免
除
と
な
る
者

　
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修

了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
資
格
審
査
の
全
科
目
が
免

除
と
な
る
者

２
　
資
格
審
査
申
請
手
続

　
⑴
　
受
付
期
間

　
　
 　
平
成
28年
10月
７
日
（
金
）
か
ら
平
成
28年
10月
21日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
15分
ま

で
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　
⑵
　
受
付
場
所

　
　
　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地

　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
⑶
　
資
格
審
査
申
請
用
紙
の
配
布

　
　
ア
　
配
布
期
間

　
　
　
 　
平
成
28年
10月
７
日
（
金
）
以
降
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時

15分
ま
で


